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鉢
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仮
名
文
と
の
比
較
　
－

村
　
　
田
　
　
正
　
　
英

目

　

次

一
、
本
稿
の
目
的
と
方
法

二
、
資
料

三
、
和
語
表
記
の
漢
字
一
覧
表

四
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
三
資
料
と
の
漢
字
字
種
に
つ
い
て
の
比
較
検
討

五
、
異
字
同
訓
・
同
字
異
訓
例
に
つ
い
て
の
検
討

六
、
ま
と
め

一
、
本
稿
の
目
的
と
方
法

筆
者
は
、
か
つ
て
藤
原
定
家
自
筆
の
平
仮
名
文
三
種
、
す
な
わ
ち
『
近
代
秀
歌
』
『
更
級
日
記
』
『
土
左
日
記
』
　
の
中
の
和
語
表
記
の
漢
字

に
つ
い
て
、

一
、
そ
の
漢
字
と
和
訓
と
の
間
に
は
ほ
ぼ
一
対
一
の
関
係
が
あ
る
こ
と

二
、
同
一
漢
字
に
対
す
る
和
訓
に
つ
い
て
、
三
本
の
間
で
違
い
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

三
、
院
政
期
の
絵
巻
、
仮
名
消
息
と
の
比
較
で
、
定
家
自
筆
平
仮
名
文
と
共
通
す
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
、
藤
原
定
家
の
平
仮
名
文
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
に
出
現
す
る
和
語
表
記
の
漢
字
と
、
そ
れ
が
担
う
和
訓
と
は
一
対
一
の
統
一
さ
れ

（1）

た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
定
家
個
人
に
と
ど
ま
る
事
象
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

院
政
～
鎌
倉
期
の
平
仮
名
文
に
お
け
る
漢
字
の
拡
が
り
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
漢
字
と
和
訓
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
定
家
の
よ
う
な
一
個
人
の
使
用
漢
字
に
つ
い
て
の
広
範
な
調
査
・
検
討
と
併
せ
て
、
他
者
の
そ
れ
に
つ
い

て
の
調
査
・
検
討
も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
び
の
調
査
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
定
家
の
父
、
藤
原
俊
成
の
自
筆

平
仮
名
文
で
あ
る
『
古
来
風
鉢
抄
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）
を
取
り
挙
げ
、
和
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
漢
字

と
和
訓
と
の
対
応
関
係
を
定
家
自
筆
の
文
献
と
比
較
し
、
そ
の
共
通
点
あ
る
い
は
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
家
の
平
仮

名
文
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
の
普
遍
性
を
検
証
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

俊
成
の
定
家
に
対
す
る
教
育
が
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
詳
細
に
記
述
し
た
資
料
は
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『
拾

遺
愚
草
員
外
堀
川
院
題
百
首
』
の
序
に
は
、
寿
永
元
年
（
西
暦
二
八
二
年
。
以
下
同
）
二
十
一
歳
の
定
家
が
詠
ん
だ
「
堀
川
院
題
百
首
」
の

（2）

出
来
栄
え
に
父
母
が
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
俊
成
の
定
家
に
か
け
る
期
待
が
相
当
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
嘉
禄
二
年
（
三
二
六
）
に
成
っ
た
定
家
『
僻
案
抄
』
の
政
文
に
も
「
往
年
治
承
之
比
、
古
今
後
撰
両
集
、
受
庭
訓
之
口
伝
」
と
あ
り
、

俊
成
が
実
際
に
そ
う
し
た
教
育
を
二
十
歳
前
後
の
若
い
定
家
に
施
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（3）

『
明
月
記
』
の
治
承
五
年
（
二
八
一
）
九
月
二
十
七
日
の
記
事
を
見
る
と
、

廿
七
日
　
天
晴
。
入
道
殿
、
州
側
訓
到
、
令
参
菅
癖
所
斎
院
給
。
（
以
下
略
、
傍
線
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
）

と
あ
り
、
俊
成
が
い
つ
も
定
家
を
連
れ
歩
い
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

ま
た
、
同
年
十
一
月
十
日
に
初
め
て
後
白
河
院
に
伺
候
し
た
俊
成
は
、
「
い
つ
も
来
る
よ
う
に
」
と
の
院
の
言
葉
を
得
て
、
四
日
後
に
は
息

子
定
家
を
伴
っ
て
院
に
伺
候
し
、
定
家
を
後
白
河
院
に
引
き
合
わ
せ
て
い
る
。



十
日
　
天
晴
。
今
暁
、
入
道
殿
初
令
参
院
給
。
龍
顔
爬
尺
数
刻
云
々
。
常
可
参
由
有
仰
事
云
々
。

十
四
日
　
天
晴
。
御
共
参
院
。
令
参
御
前
給
。

（
『
明
月
記
』
治
承
五
年
十
一
月
）

こ
れ
ら
か
ら
俊
成
の
定
家
の
教
育
に
対
す
る
力
の
入
れ
よ
う
が
窺
え
よ
う
。

一
方
、
定
家
の
方
で
も
、
一
家
を
成
し
た
後
も
度
々
俊
成
の
も
と
を
訪
れ
て
お
り
、
時
に
は
助
言
を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

廿
三
日
　
天
晴
。
右
中
弁
奉
書
日
、
「
百
首
明
日
可
進
」
。
率
爾
周
章
、
末
時
許
参
入
道
殿
、
愚
詠
二
十
首
許
不
足
、
所
詠
出
経
御
覧
。

仰
云
、
「
皆
無
其
難
。
早
案
出
可
進
也
」
者
。
又
、
見
御
歌
、
申
所
存
退
帰
。
　
（
『
明
月
記
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
八
月
）

こ
う
し
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
定
家
の
漢
字
用
法
に
つ
い
て
の
俊
成
の
影
響
を
証
拠
だ
て
る
も
の
で
は
な
い
が
、
歌
学
全
般
に
わ
た
っ
て
、

定
家
が
俊
成
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
和
語
表
記
の
漢
字
と
そ
れ
が
担
っ
て
い
た
和
訓
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
、
父
子
の
間
で
ど
の
よ
う
な
共
通
点
・
相
違
点
が
見

出
せ
る
か
を
検
証
し
、
定
家
に
お
け
る
漢
字
と
和
訓
と
の
関
係
の
普
遍
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
資
　
　
料

右
で
述
べ
た
目
的
に
従
い
、
藤
原
俊
成
と
藤
原
定
家
の
自
筆
仮
名
資
料
と
し
て
、
次
の
四
資
料
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
を
表
記

し
た
部
分
に
限
っ
た
の
は
、
音
数
の
上
か
ら
、
そ
の
漢
字
の
担
っ
て
い
る
訓
の
特
定
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
と
、
二
資
料
に
重
出
し
て

い
る
歌
の
場
合
、
双
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
訓
み
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

①
藤
原
俊
成
自
筆
　
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
※
和
歌
の
部
分
の
み
。
た
だ
し
『
万
葉
集
』
の
原
文
の
引
用
部
分
は
除
く
。

計
六
〇
五
首
。

②
藤
原
定
家
自
筆
　
旧
酒
井
家
蔵
本
『
近
代
秀
歌
』
　
※
七
丁
裏
以
下
の
和
歌
の
み
。
計
六
八
首
。

③
藤
原
定
家
自
筆
　
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
　
※
「
春
部
」
以
降
の
和
歌
部
分
の
み
。
計
二
二
首
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
二
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

④
藤
原
定
家
自
筆
　
大
橋
家
蔵
本
『
奥
入
』
　
※
和
歌
の
引
用
部
分
の
み
。
催
馬
楽
な
ど
の
万
葉
仮
名
表
記
の
歌
謡
は
除
く
。
計
三
六
〇
首
。

資
料
①
の
『
古
来
風
鉢
抄
』
は
、
藤
原
俊
成
が
、
式
子
内
親
王
と
お
ぼ
し
き
人
物
か
ら
、
和
歌
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ど
う
あ
る
べ

き
も
の
か
等
に
つ
い
て
文
章
に
し
た
も
の
を
奉
れ
と
命
ぜ
ら
れ
て
差
し
出
し
た
歌
論
書
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
初
撰
本
」
で
、
建
久
八
年
（
一

（4）

一
九
七
）
、
俊
成
八
十
四
歳
の
時
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
は
朝
日
新
聞
社
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
中
の
一
本
に
拠
っ
た
。
所
載
の
和

歌
は
、
ほ
と
ん
ど
が
上
旬
の
五
・
七
・
五
と
下
旬
の
七
・
七
と
に
分
け
て
二
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
②
の
『
近
代
秀
歌
』
は
、
藤
原
定
家
が
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
源
実
朝
の
和
歌
の
指
導
の
た
め
に
書
き
送
っ
た
歌
論
書
の
手
控
え

と
し
て
残
し
た
も
の
に
、
後
年
手
を
加
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
承
元
三
年
（
定
家
四
十

（5）

八
歳
）
以
降
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。
本
文
は
、
武
蔵
野
書
院
の
影
印
本
に
拠
っ
た
。
所
載
の
和
歌
は
す
べ
て
上
の
三
句
と
下
の
二
句
と
に
分
け

て
二
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
③
の
『
古
今
和
歌
集
』
は
、
そ
れ
自
体
の
奥
書
に
書
写
時
期
の
記
載
は
な
い
が
、
数
あ
る
定
家
書
写
の
古
今
和
歌
集
の
奥
書
と
比
較

（6）

す
る
こ
と
で
、
お
よ
そ
定
家
六
十
五
歳
の
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
汲

古
書
院
の
『
藤
原
定
家
筆
古
今
和
歌
集
』
　
の
影
印
に
拠
っ
た
。
な
お
、
所
載
の
和
歌
は
一
首
一
行
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
④
の
『
奥
入
』
は
、
最
初
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
末
に
書
き
加
え
て
お
い
た
注
記
を
、
の
ち
に
切
り
取
っ
て
注
記
の
み
の
冊
子
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も
書
写
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
建
久
の
頃
（
二
九
〇
～
二
九
九
）
に
盗
ま
れ
て
以
来
、
約
三

十
年
間
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
『
源
氏
物
語
』
を
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
二
月
十
六
日
、
や
っ
と
写
し
終
え
た
と
い
う
記
事
が
『
明
月
記
』

に
あ
り
、
切
り
取
っ
た
の
が
こ
の
『
源
氏
物
語
』
だ
と
す
れ
ば
、
書
写
時
期
は
定
家
六
十
三
歳
の
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
よ
り
翌
嘉
禄
元
年

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
切
り
取
っ
た
時
点
で
手
が
加
わ
っ
た
こ
と
も
考
え
得
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
『
奥
入
』
奥
書
に
「
桑
門
明

（7）

静
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
家
出
家
の
天
福
元
年
（
七
十
二
歳
）
以
後
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
会
『
奥
入
』
の

影
印
に
拠
っ
た
。



な
お
、
こ
の
『
奥
入
』
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
墨
に
よ
る
塗
抹
や
天
地
へ
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
ま
た
和
歌
の
一
部
の
み
を
示
し
て
筆
を
留

め
た
り
し
た
箇
所
も
あ
る
の
で
、
定
家
が
人
々
の
前
に
公
に
示
そ
う
と
し
て
清
書
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
定

家
の
普
段
の
漢
字
用
法
に
最
も
近
い
も
の
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
所
載
の
和
歌
は
多
く
が
上
の
句
と
下
の
句
と
分
け
て
二
行
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
紙
面
の
余
白
や
行
間
に
書
き
込
ま
れ
た
歌
の
中
に
は
一
行
に
記
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

三
、
和
語
表
記
の
漢
字
〓
見
表

前
掲
の
四
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
和
歌
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
を
可
能
な
限
り
単
字
に
分
割
し
、
そ
の
和
訓
に
し
た
が
っ
て
五
十

音
順
に
配
列
し
、
あ
わ
せ
て
用
例
数
を
示
し
た
も
の
が
「
漢
字
用
例
一
覧
表
」
（
表
1
）
で
あ
る
。
各
資
料
の
欄
に
掲
げ
た
漢
数
字
は
、
そ
の

漢
字
表
記
例
の
用
例
数
を
示
す
。
た
だ
し
、
和
語
表
記
の
漢
字
に
限
定
し
た
た
め
、
例
え
ば
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
菊
（
き
く
）
」
は
除
い
て

あ
る
。
そ
の
他
に
、
こ
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
処
理
を
行
っ
た
。

l
　
単
字
で
の
比
較
を
目
指
し
た
の
で
、
例
え
ば
「
秋
風
」
「
入
江
」
な
ど
は
、
「
秋
」
「
風
」
、
あ
る
い
は
「
入
（
い
り
）
」
「
江
」
に
分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
「
和
訓
」
の
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
た
だ
し
、
「
漢
字
表
記
例
」
で
は
そ
の
ま
ま
単
語
の
形
で
掲
げ
て
お
い
た
。

2
　
見
出
し
の
「
和
訓
」
は
、
分
割
し
た
個
々
の
漢
字
の
和
訓
の
性
質
に
よ
っ
て
、
〔
名
詞
〓
動
詞
〕
〔
形
容
詞
・
形
容
動
詞
〕
〔
副
詞
・
連

体
詞
・
接
続
詞
〕
〔
助
詞
・
助
動
詞
・
連
語
〕
の
五
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。
こ
の
う
ち
、
動
詞
の
見
出

し
は
連
用
形
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
た
。

以
上
の
よ
う
な
方
式
に
よ
っ
た
結
果
、
た
と
え
ば
「
露
け
し
」
「
う
ら
山
し
く
」
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
名
詞
〕
の
「
露
」
「
山
」
の
項
に
掲
げ
、

名
詞
の
「
懸
（
こ
ひ
）
」
、
副
詞
の
「
返
～
（
か
へ
す
が
へ
す
）
」
は
そ
れ
ぞ
れ
動
詞
の
「
懸
（
こ
ひ
）
」
「
返
（
か
へ
し
）
」
の
項
に
掲
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

3
　
漢
字
二
字
ま
た
は
三
字
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
熟
字
訓
お
よ
び
枕
詞
は
、
そ
れ
の
み
で
一
つ
の
項
目
を
立
て
た
。
そ
れ
ら
は
「
和
訓
」
に

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

傍
線
を
附
し
て
示
し
た
。

例
、
「
天
河
（
あ
ま
の
か
は
）
」
「
今
日
（
け
ふ
）
」
「
郭
公
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
」
「
葦
引
（
あ
し
ひ
き
）
」
「
空
蝉
（
う
つ
せ
み
）
」
ほ
か
。

4
　
〔
助
詞
・
助
動
詞
・
連
語
〕
　
に
挙
げ
た
「
鋭
（
け
む
）
」
「
蝶
（
て
ふ
）
」
「
南
（
な
む
）
」
「
覧
（
ら
む
）
」
の
読
み
は
和
訓
と
は
言
え
な
い
が
、

和
語
を
表
し
た
も
の
と
し
て
他
の
漢
字
と
同
列
に
扱
っ
た
。

5
　
地
名
（
「
春
日
（
か
す
が
）
」
「
住
吉
（
す
み
の
え
）
」
な
ど
）
・
人
名
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
除
い
た
。

6
　
た
だ
し
地
名
の
中
で
も
「
春
日
野
」
「
龍
田
河
」
な
ど
の
よ
う
に
固
有
名
詞
部
分
（
「
春
日
」
「
龍
田
」
）
と
普
通
名
詞
部
分
（
「
野
」
「
河
」
）

と
に
分
割
可
能
な
も
の
は
「
野
」
「
河
」
の
部
分
に
限
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
の
」
「
か
は
」
の
項
に
「
春
日
野
」
「
龍
田
河
」
の
形
で
採
り
上

げ
た
。

7
　
同
じ
く
、
地
名
で
あ
っ
て
も
、
「
い
そ
の
神
（
石
上
）
」
「
時
は
の
山
（
常
盤
の
山
）
」
「
宮
き
の
（
宮
城
野
）
」
「
山
し
ろ
（
山
城
）
」
の
よ
う
に
、

地
名
の
一
部
の
み
が
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
漢
字
の
部
分
を
採
り
上
げ
た
。

8
　
『
古
今
和
歌
集
』
　
に
お
い
て
「
イ
」
（
異
本
）
　
の
注
記
を
有
す
る
も
の
は
用
例
と
し
て
は
加
え
な
か
っ
た
。

9
　
仮
名
と
の
比
較
に
お
い
て
字
形
上
の
違
い
を
見
出
せ
な
か
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
当
面
仮
名
と
し
て
扱
い
、
こ
の
表
に
は
採
り
上
げ

な
か
っ
た
。
そ
の
上
で
、
仮
名
字
形
と
紛
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
用
例
数
を
挙
げ
、
「
非
仮
名
字
形
」
と
注
記
し
た
。
例
、
「
江
」

「
日
」
「
見
」

1
0
　
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
い
て
振
り
仮
名
を
有
す
る
漢
字
は
、
「
漢
字
表
記
例
」
欄
の
漢
字
の
下
に
振
り
仮
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
。

四
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
三
資
料
と
の
漢
字
字
種
に
つ
い
て
の
比
較
検
討

（
表
1
）
を
比
較
し
や
す
く
す
る
た
め
に
単
字
の
形
に
単
純
化
し
て
掲
げ
た
の
が
「
漢
字
字
種
対
照
表
」
（
表
2
）
で
あ
る
。
な
お
、
参
考

（
注
1
）

の
た
め
、
前
回
調
査
を
行
な
っ
た
定
家
筆
の
『
更
級
日
記
』
な
ら
び
に
『
土
左
日
記
』
の
中
か
ら
、
該
当
す
る
字
種
を
併
せ
て
示
し
て
お
い



た
。さ

て
、
重
複
を
嫌
わ
ず
、
各
資
料
ご
と
の
使
用
漢
字
字
種
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
表
3
）
。
な
お
、
和
訓
は
原
則
と
し
て
省
略

し
た
。
ま
た
、
漢
字
に
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
、
今
回
扱
っ
た
四
資
料
の
中
で
、
そ
の
資
料
に
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
漢
字
で
あ
る
。

「
資
料
別
漢
字
字
種
〓
見
表
」
（
表
3
）

『
古
来
風
鉢
抄
』
　
（
六
一
字
種
）

〔
名
詞
〕
秋
・
天
河
・
嵐
・
卯
・
壁
∵
陰
l
・
霞
・
風
・
河
・
州
・
神
・
軸
利
用
・
岸
・
君
・
草
・
今
日
・
事
・
衣
・
馨
・
潮
・
田
・
月
・
露
・

名
・
夏
・
浪
・
野
・
困
却
・
菓
・
萩
・
花
・
潰
・
春
・
日
・
火
・
淵
・
久
方
・
人
・
郭
公
・
松
・
身
・
峯
・
矧
矧
・
山
・
山
吹
・
世
・

世
中
・
蘭
剖
園
・
我
・
期

〔
動
詞
〕
朝
・
立
・
訓
・
見
・
行
・
忘
・
渡
（
わ
た
し
）

〔
形
容
詞
ほ
か
〕
大

〔
副
詞
ほ
か
〕
又
・
硯
（
わ
が
）

〔
助
詞
ほ
か
〕
許

『
近
代
秀
歌
』
　
（
五
一
字
種
）

〔
名
詞
〕
暁
・
秋
・
雨
・
今
・
色
・
風
・
河
・
神
・
草
・
雲
・
心
・
氷
・
衣
・
時
雨
・
袖
・
田
・
月
・
露
・
手
・
時
・
年
・
名
・
夏
・
葉
・

花
・
春
・
火
・
人
・
舟
・
冬
・
松
・
身
・
水
・
峯
・
物
・
山
・
夕
・
世
二
佼
・
世
中
・
我

〔
動
詞
〕
思
・
蹄
・
立
・
吹
・
別

〔
形
容
詞
ほ
か
〕
白

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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〔
副
詞
ほ
か
〕
又

〔
助
詞
ほ
か
〕
哉
・
哉
（
が
な
）
・
許

『
古
今
和
歌
集
』
　
（
二
二
〇
字
種
）

〔
名
詞
〕
暁
・
秋
・
酬
」
到
q
・
劃
・
朝
（
あ
し
た
）
・
蘭
引
・
槻
・
天
河
・
雨
・
嵐
・
池
・
副
・
刹
・
今
・
色
・
卯
・
鸞
・
面
・
到
矧
・
淘
・

浦
・
江
・
枝
・
奥
・
観
・
矧
・
影
・
頚
・
霞
・
風
・
方
・
樹
・
河
・
神
・
剰
・
廟
・
贋
・
木
・
岸
・
弛
・
堀
訓
・
君
・
霧
・
噛
嘲
・
劃
・

草
・
固
・
雲
・
紅
・
今
日
・
煙
・
心
地
・
心
・
事
・
氷
・
嘲
・
衣
・
馨
・
瑚
・
櫻
・
剖
矧
・
里
・
剖
矧
耐
・
薗
・
剰
幼
・
時
雨
・
嶋
・

矧
・
白
妙
・
蘭
・
剰
・
脚
・
嘲
・
袖
・
田
・
蘭
・
竹
・
橘
・
繍
封
・
創
・
痢
・
却
・
誰
・
千
・
月
・
露
・
顧
・
手
・
時
・
所
・
年
・
醜
・

粛
・
鳥
・
名
・
中
・
剣
矧
・
夏
・
何
・
浪
・
測
・
涙
・
画
・
鍋
・
劇
・
野
・
葉
・
瑚
・
萩
・
樹
・
花
・
潰
・
園
・
春
・
蘭
画
・
日
・
火
・

久
方
・
人
・
矧
・
姻
・
蘭
・
舟
・
冬
・
薗
・
外
・
凰
・
薗
・
郭
公
・
枕
・
松
・
副
・
身
・
道
・
水
・
峯
・
判
・
宮
・
剰
・
昔
・
虫
・
梅
・

剰
・
矧
・
利
・
物
・
顧
剰
・
咄
・
柳
・
山
・
山
吹
・
雪
・
夕
・
可
・
夢
・
世
・
夜
・
世
中
・
囲
珊
瑚
・
我
・
矧
・
封
珊
花

〔
動
詞
〕
嘲
・
謝
・
魂
・
有
・
入
・
樹
・
打
・
怨
・
劃
・
思
・
楓
・
返

（
か
へ
し
）
・
返
（
か
へ
り
）
・
蹄
・
懸
・
定
・
忍
・
立
・
尋
・
漏
・
流

鳴
・
嘆
・
成
・
始
・
吹
・
申
・
迷
・
守

行
・
別
・
忘
・
渡
（
わ
た
り
）
・
折

〔
形
容
詞
ほ
か
〕
硯
・
大
・
悲
・
劃
・
懸
・
白
・
蘭
・
剣
・
深
・
傾
倒

〔
副
詞
ほ
か
〕
矧
・
剰
・
猶
・
又

〔
助
詞
ほ
か
〕
哉
・
哉
（
が
な
）
・
釧
・
圃
・
鴫
・
酬
・
蘭
・
也
・
許
・
覧

『
奥
入
』
　
（
一
二
〇
字
種
）

〔
名
詞
〕
秋
・
朝
（
あ
し
た
）
・
池
・
剰
・
今
・
色
・
七
・
滴
・
江
・
枝
・
喝
・
影
・
風
・
方
・
刑
・
河
・
神
・
贋
・
木
・
君
・
霧
・
草
・
雲
・



紅
・
煙
・
刊
‥
心
地
・
心
・
事
・
衣
・
櫻
・
里
∵
樹
・
下
鴨
・
白
妙
・
袖
・
割
柚
・
橘
・
誰
・
千
・
寧
日
・
畢
露
・
時
・
所
・

年
・
鳥
・
名
・
中
・
夏
・
浪
・
涙
・
葉
・
花
・
春
・
日
・
久
方
・
人
・
舟
・
冬
・
外
・
郭
公
・
枕
・
松
・
身
・
道
・
水
・
峯
・
宮
・
芋

虫
・
午

－
・
患
∵
－
梅
・
物
・
柳
・
山
・
山
吹
・
雪
・
夕
・
夢
・
世
・
夜
・
世
中
・
我
・
現

〔
動
詞
〕
有
・
入
・
打
・
怨
・
思
・
返
（
か
へ
し
）
・
蹄
・
懸
・
塑
撃
立
・
酬
∵
吹
・
申
・
畢
迷
・
行
・
忘
・
渡
（
わ
た
し
）

〔
形
容
詞
ほ
か
〕
大
・
悲
・
懸
・
自
・
深
・
若

l

〔
副
詞
ほ
か
〕
猶
・
又

〔
助
詞
ほ
か
〕
哉
・
哉
（
が
な
）
・
也
・
許
・
覧

さ
て
、
以
上
に
掲
げ
た
（
表
1
）
（
表
2
）
〈
表
3
〉
の
表
か
ら
は
、
ま
ず
使
用
さ
れ
た
漢
字
の
字
種
や
そ
の
量
に
つ
い
て
、
資
料
間
に
多

少
の
違
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

左
に
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
『
近
代
秀
歌
』
『
古
今
和
歌
集
』
『
奥
入
』
の
四
資
料
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
和
歌
の
数
、
和
語
表
記
の
漢
字
字
種
の

数
、
和
語
表
記
の
漢
字
全
体
の
延
べ
字
数
を
掲
げ
る
。
熟
字
訓
の
例
は
字
種
と
し
て
は
三
と
し
て
数
え
た
。
資
料
は
和
歌
の
数
の
少
な
い

も
の
か
ら
並
べ
た
。
（
た
だ
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
数
値
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
漢
語
や
固
有
名
詞
の
漢
字
表
記
例
を
含
め
て
い
な
い
。
）

『
近
代
秀
歌
』

『
奥
入
』

『
古
来
風
鉢
抄
』

『
古
今
和
歌
集
』

歌
数

六
八
首

三
六
〇
首

六
〇
五
首

一

一

一

一

首

漢
字
字
種

五
一
種

一
二
〇
種

六
一
種

二
二
〇
種

延
べ
字
数

一
五
七
字

七
一
二
字

四
六
〇
字

三
七
一
三
字

右
に
よ
れ
ば
、
大
体
に
お
い
て
、
歌
の
数
の
多
い
資
料
ほ
ど
漢
字
字
種
・
延
べ
字
数
も
増
加
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

だ
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
　
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
の
み
は
、
歌
数
が
　
『
奥
入
』
　
の
二
倍
近
く
あ
り
な
が
ら
、
漢
字
字
種
に
つ
い
て
は
　
『
奥
入
』
　
の
約

半
分
、
延
べ
字
数
の
上
で
も
　
『
奥
入
』
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。

い
ま
試
み
に
各
資
料
の
延
べ
字
数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
数
で
割
っ
て
、
歌
一
首
に
対
す
る
漢
字
使
用
頻
度
の
平
均
を
算
出
す
る
と
、

『
近
代
秀
歌
』
約
二
・
三
字
　
　
　
　
　
『
奥
入
』
約
二
・
〇
字

『
古
来
風
鉢
抄
』
約
〇
・
八
字
　
　
　
　
『
古
今
和
歌
集
』
約
三
二
二
字

と
な
り
、
や
は
り
『
風
鉢
抄
』
の
漢
字
使
用
頻
度
の
低
さ
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
（
以
下
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
を
『
風
鉢
』
ま
た
は
『
風
鉢
抄
』
、
『
近

代
秀
歌
』
　
を
　
『
秀
歌
』
、
『
古
今
和
歌
集
』
　
を
　
『
古
今
』
　
ま
た
は
　
『
古
今
集
』
　
と
略
称
す
る
）

そ
こ
で
、
『
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
延
べ
字
数
の
少
な
さ
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
定
家
筆
の
三
資
料
の
中
で
も
特
に
延
べ
字
数

の
多
い
　
『
古
今
集
』
　
は
除
き
、
『
秀
歌
』
　
『
奥
入
』
所
収
歌
と
　
『
風
鉢
抄
』
所
収
歌
と
で
重
出
す
る
歌
に
つ
い
て
そ
の
表
記
を
比
較
し
た
。
以

下
に
示
す
の
は
そ
の
比
較
の
一
例
で
あ
る
。
（
用
例
の
下
に
付
し
た
数
字
は
、
国
歌
大
観
番
号
。
ま
た
、
和
歌
中
の
／
は
原
文
に
お
け
る
改
行
位
置
を

示す）
A
　
（
『
風
鉢
』
下
一
二
丁
裏
）

a
　
（
『
奥
入
』
七
〇
丁
裏
）

B
　
（
『
風
鉢
』
下
八
九
丁
表
）

b
　
（
『
秀
歌
』
一
二
丁
裏
）

C
　
（
『
風
鉢
』
下
七
丁
裏
）

C
　
（
『
奥
入
』
　
六
八
丁
裏
）

D
　
（
『
風
鉢
』
下
一
五
丁
裏
）

d
　
（
『
秀
歌
』
一
一
丁
裏
）

ち
は
や
ぶ
る
神
の
い
が
き
に
は
ふ
く
ず
も
／
秋
に
は
あ
へ
ず
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
古
今
二
六
二
）

ち
は
や
ぶ
る
神
の
い
が
き
に
は
ふ
く
ず
も
／
秋
に
は
あ
へ
ず
も
み
ぢ
L
に
け
り

な
に
は
え
の
も
に
う
づ
も
る
～
た
ま
か
し
は
／
あ
ら
は
れ
て
だ
に
人
を
こ
ひ
ぼ
や
　
（
千
載
六
四
〇
）

な
に
は
え
の
も
に
う
づ
も
る
～
た
ま
か
し
は
／
あ
ら
は
れ
て
だ
に
人
を
こ
ひ
ぼ
や

を
り
つ
れ
ば
そ
で
こ
そ
に
は
へ
む
め
の
は
な
／
あ
り
と
や
こ
～
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
　
（
古
今
三
二
）

お
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
は
へ
む
め
の
花
／
あ
り
と
や
こ
～
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く

た
ち
わ
か
れ
い
な
ば
の
山
の
み
ね
に
お
ふ
る
／
ま
つ
と
し
き
か
ば
い
ま
か
へ
り
こ
む
　
（
古
今
三
六
五
）

た
ち
わ
か
れ
い
な
ば
の
山
の
峯
に
お
ふ
る
／
松
と
し
き
か
ば
今
蹄
こ
む



E
　
（
『
風
鉢
』
下
三
五
丁
裏
）

e
　
（
『
奥
入
』
六
五
丁
裏
）

F
　
（
『
風
鉢
』
下
三
九
丁
裏
）

f
　
（
『
秀
歌
』
一
〇
丁
裏
）

G
　
（
『
風
鉢
』
下
六
七
丁
裏
）

g
　
（
『
秀
歌
』
七
丁
裏
）

H
　
（
『
風
鉢
』
下
七
三
丁
裏
）

h
　
（
『
秀
歌
』
　
〓
丁
表
）

な
つ
に
こ
そ
さ
き
か
1
り
け
れ
ふ
ぢ
の
は
な
／
ま
つ
に
と
の
み
も
お
も
ひ
け
る
か
な
（
拾
遺
三
五
一
）

夏
に
こ
そ
さ
き
か
ゝ
り
け
れ
ふ
ぢ
の
花
／
松
に
と
の
み
も
思
け
る
哉

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
／
こ
ほ
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
の
月
（
拾
遺
二
四
二
）

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
／
氷
と
み
ゆ
る
冬
の
夜
の
月

山
ざ
く
ら
さ
き
そ
め
L
よ
り
ひ
さ
か
た
の
／
く
も
ゐ
に
み
ゆ
る
た
き
の
し
ら
い
と
（
金
菓
五
〇
）

や
ま
ざ
く
ら
さ
き
そ
め
L
よ
り
ひ
さ
か
た
の
／
く
も
ゐ
に
み
ゆ
る
た
き
の
し
ら
い
と

も
ろ
と
も
に
こ
け
の
し
た
に
も
く
ち
ず
し
て
／
う
づ
も
れ
ぬ
名
を
み
る
ぞ
か
な
し
き
（
金
葉
六
六
〇
）

も
ろ
と
も
に
こ
け
の
し
た
に
は
く
ち
ず
し
て
／
う
づ
も
れ
ぬ
な
を
み
る
ぞ
か
な
し
き

『
風
鉢
抄
』
と
重
複
す
る
歌
は
『
秀
歌
』
に
一
七
首
、
『
奥
入
』
に
≡
首
、
計
三
八
首
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
A
（
a
）
、
B
（
b
）

の
よ
う
に
、
俊
成
と
定
家
と
で
用
い
ら
れ
た
漢
字
と
そ
の
位
置
と
が
全
く
一
致
す
る
（
波
線
部
分
）
歌
が
『
秀
歌
』
に
二
首
、
『
奥
入
』
に
八

首
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
C
（
C
）
以
下
の
歌
の
よ
う
に
俊
成
が
仮
名
で
表
し
て
い
る
部
分
を
定
家
が
漢
字
を
用
い
て
表
し
て
い
る
（
波
線

部
分
）
歌
が
『
秀
歌
』
に
三
首
、
『
奥
入
』
に
；
一
首
、
計
二
六
首
と
過
半
数
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
俊
成
が
漢
字
で
記
し
て
い
る
部
分
が

定
家
で
は
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
る
（
波
線
部
分
）
も
の
は
G
（
g
）
、
H
（
ト
）
に
掲
げ
た
『
秀
歌
』
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
風

鉢
抄
』
と
『
秀
歌
』
『
奥
入
』
と
の
重
出
歌
を
比
較
し
た
結
果
、
傾
向
と
し
て
、
俊
成
が
仮
名
を
使
用
す
る
程
度
は
定
家
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
、

す
な
わ
ち
俊
成
は
和
歌
の
表
記
に
お
い
て
定
家
ほ
ど
に
は
漢
字
を
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
特
徴
的
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
助
詞
・
助
動
詞
の
類
で
あ
り
（
〈
表
2
〉
参
照
王
今
回
の
調
査
で
拾
い
出
し
た
一
〇
種
の
漢
字
の

う
ち
、
『
風
鉢
抄
』
に
見
ら
れ
る
の
は
「
許
（
ば
か
り
）
」
一
字
で
あ
り
（
し
か
も
こ
れ
は
他
の
定
家
筆
の
三
資
料
に
も
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
）
、

定
家
筆
の
三
乃
至
二
資
料
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
哉
（
か
な
）
」
「
哉
（
が
な
）
」
「
也
（
な
り
）
」
「
覧
（
ら
む
）
」
は
『
風
鉢
抄
』
に
は
ま
っ
た

く
見
ら
れ
な
い
。
俊
成
と
定
家
と
の
差
は
こ
こ
に
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
三
三
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さ
ら
に
、
『
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
三
資
料
と
の
漢
字
字
種
の
違
い
に
関
し
て
、
各
資
料
の
間
で
共
通
す
る
字
種
と
、
一
資
料
に
の
み
出
現
す

る
「
単
独
使
用
字
種
」
と
を
考
え
て
み
る
。

各
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
資
料
と
共
通
す
る
字
種
の
数
な
ら
び
に
そ
の
資
料
の
み
の
「
単
独
使
用
字
種
」
の
数
と
を
ま
と
め
た

も
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

古
今
和
歌
集

奥

入

古
来
風
鉢
抄

近
代
秀
歌

一 一
⊥ 五

公、念岬二 】
讐

一 一 ＼／
一 一

｛ 鼻 由 ｛ 数子 子 子 子

五

＝

四
三
｛

二
六
｛

○

秀

丑

子
（＿

子
（＝

子
（四

歌
と

‾三
％
）

‾六
％
）

三
％
）

の

四 二

○

一
風七 ‾五 ‾六

ハ

通

字

種

数

字 字 字 鉢

（二 （二 （五
抄
と

‾
％
）

九
％
）

‾
％
）

の

‾
○

○

三 四

‾
字

五
字

三
字

奥
入

（ （ （四
六
％
）

五
七
％
）

八
四
％
）

の

○

‾
○ 四 五 古

一 一 A
｛ ｛ ｛ 「
子 子 子

〈
集

（八
四
％
）

（七
七
％
）

‾〇
〇
％
）

と
の

‾
○
○
｛

‾
八
轟

‾
三
由 ○

字

単
独

子
（

子
（

子
（＿

字
四
五
％
）

‾
五
％
）

二
％
）

種
数

（
括
弧
内
の
％
は
、
総
字
種
に
対
す
る
共
通
字
種
ま
た
は
単
独
使
用
字
種
の
占
め
る
割
合
で
あ
る
）

右
の
表
で
例
え
ば
『
秀
歌
』
は
、
字
種
数
五
一
、
こ
の
う
ち
『
風
鉢
抄
』
と
一
致
す
る
字
種
は
二
六
種
（
五
二
字
中
の
五
一
％
）
、
『
奥
入
』

と
共
通
す
る
字
種
は
四
三
種
（
五
一
字
中
の
八
四
％
）
、
『
古
今
集
』
と
共
通
す
る
字
種
は
五
一
種
、
す
な
わ
ち
『
秀
歌
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る

漢
字
の
す
べ
て
が
『
古
今
集
』
に
も
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
大
略
、
比
較
の
対
象
と
な
る
資
料
の
字
種
の
数

が
多
い
ほ
ど
一
致
す
る
度
合
い
は
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
実
際
、
『
秀
歌
』
『
風
鉢
抄
』
『
奥
入
』
と
も
に
、
共
通
す
る

字
種
が
最
も
多
く
見
出
せ
る
の
は
『
古
今
集
』
と
の
間
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
一
方
、
共
通
字
種
の
比
率
が
低
い
も
の
を
見
る
に
、
『
秀
歌
』
『
奥
入
』
『
古
今
』
の
定
家
自
筆
三
資
料
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
『
風

鉢
抄
』
と
の
一
致
率
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
俊
成
と
定
家
と
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
そ
の
最
も
端
的
な
例
と
し
て
、
定
家
筆
の
『
秀
歌
』
『
古
今
』
『
奥
入
』
に
は
共
通
し
て
存
し
、
『
風
鉢
抄
』
に
は
そ
の
用
例
が
全
く

見
ら
れ
な
い
漢
字
字
種
を
、
先
の
（
表
2
）
に
よ
っ
て
拾
い
出
す
と
、
次
の
一
九
種
と
な
る
。

今
（
い
ま
）
・
色
（
い
ろ
）
・
雲
（
く
も
）
・
心
（
こ
こ
ろ
）
・
袖
（
そ
で
）
・
時
（
と
き
）
・
年
（
と
し
）
・
舟
（
ふ
ね
）
・
冬
（
ふ
ゆ
）
・
水
（
み

づ
）
・
物
（
も
の
）
・
夕
（
ゆ
ふ
）
・
夜
（
よ
）
・
思
（
お
も
ひ
）
・
蹄
（
か
へ
り
）
・
吹
（
ふ
き
）
・
自
（
し
ら
）
・
哉
（
か
な
）
・
哉
（
が
な
）

（
こ
れ
ら
の
一
部
は
先
掲
の
a
～
h
の
歌
群
の
う
ち
、
C
・
d
・
e
・
f
の
歌
の
波
線
部
分
に
見
え
る
）

こ
れ
に
対
し
て
、
『
風
鉢
』
『
秀
歌
』
『
奥
入
』
に
共
通
し
て
存
し
、
『
古
今
集
』
に
の
み
見
ら
れ
な
い
も
の
は
〇
、
『
風
鉢
』
『
秀
歌
』
『
古
今
』

に
共
通
す
る
も
の
で
『
奥
入
』
に
の
み
見
ら
れ
な
い
も
の
は
「
田
」
「
火
」
の
二
種
、
さ
ら
に
『
風
鉢
』
『
古
今
』
『
奥
入
』
に
共
通
す
る
も
の

で
『
秀
歌
』
に
の
み
見
ら
れ
な
い
も
の
は
、
「
君
」
「
事
」
「
浪
」
「
日
」
「
久
方
」
「
郭
公
」
「
山
吹
」
「
行
」
「
忘
」
「
大
」
の
十
種
で
あ
る
。
こ

れ
ら
と
較
べ
て
『
風
鉢
抄
』
の
場
合
の
一
九
種
と
い
う
の
は
、
や
は
り
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
う
ち
半
数
以
上
に
あ
た
る
次
の
十
二
種
は
、
右
の
三
資
料
の
ほ
か
に
定
家
の
『
更
級
日
記
』
『
土
左
日
記
』
に
も
共
通
し
て

見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
・
雲
‥
心
・
袖
・
時
・
年
・
舟
・
水
・
物
・
夜
・
思
・
哉
（
か
な
）

こ
の
十
二
種
の
漢
字
は
、
結
局
、
定
家
筆
の
『
秀
歌
』
『
古
今
』
『
奥
入
』
『
更
級
』
『
土
左
』
の
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
定
家
が
平
仮
名
の
文
章
を
書
き
綴
る
際
に
多
用
し
た
、
定
家
常
用
の
漢
字
と
認
め
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
十
二
種
の
漢
字
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
語
が
、
和
歌
で
は
比
較
的
多
く
出
現
す
る
語
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俊
成

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
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の
『
風
鉢
抄
』
　
に
そ
の
漢
字
表
記
が
一
例
も
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
俊
成
・
定
家
父
子
の
間
で
の
平
仮
名
文
に
お

け
る
漢
字
使
用
上
の
差
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
『
風
鉢
抄
』
に
の
み
見
え
て
定
家
自
筆
の
三
本
に
は
見
出
せ
な
い
『
風
鉢
抄
』
単
独
の
使
用
漢
字
字
種
は
、
先
の
（
表
3
）
に
よ
れ

ば
、
次
の
一
三
種
で
あ
る
。

陰
（
か
げ
）
・
川
（
か
は
）
・
神
無
月
（
か
み
な
づ
き
）
・
瀬
（
せ
）
・
野
分
（
の
わ
き
）
・
光
（
ひ
か
り
）
・
宮
材
（
み
や
き
）
・
渡
之
原
（
わ

た
の
は
ら
）
・
井
（
ゐ
）
・
暮
（
く
れ
）
・
引
（
ひ
き
）
・
見
（
み
）
・
我
（
わ
が
）

こ
れ
ら
は
「
井
」
　
（
四
例
）
を
除
け
ば
、
他
は
い
ず
れ
も
一
例
乃
至
二
例
し
か
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
『
風
鉢
抄
』
　
に
お
い
て
さ
え
多

用
さ
れ
た
と
は
言
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
又
こ
れ
ら
の
う
ち
、
四
種
は
熟
字
の
形
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
「
神
無
月
」
「
官
財
」
「
渡
之

原
」
は
、
定
家
筆
の
資
料
で
は
「
神
な
月
」
「
宮
木
」
「
わ
た
の
原
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
例
か
ら
判
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
右
に
挙
げ
た
例
に
限
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
俊
成
が
語
の
意
味
を
尊
重
し
て
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
定
家
は
語
の

読
み
を
明
確
に
示
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

と
も
か
く
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
俊
成
と
定
家
と
の
間
に
は
平
仮
名
文
に
お
い
て
漢
字
使
用
上
の
相
違
が
存
す
る
、
と
い
う

こ
と
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
使
用
字
種
に
お
い
て
も
、
延
べ
字
数
に
お
い
て
も
、
平
仮
名
文
で
俊
成
が
用
い
た
漢
字
は
定
家
が
用
い
た
漢
字
よ
り
も
は
る

か
に
少
な
く
、
ま
た
、
定
家
が
多
用
し
た
漢
字
字
種
の
中
に
は
、
俊
成
が
全
く
用
い
て
い
な
い
も
の
も
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
俊
成

は
『
風
鉢
抄
』
の
和
歌
の
表
記
に
あ
た
っ
て
、
少
な
く
と
も
定
家
ほ
ど
に
は
漢
字
を
交
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
定
家
筆
の
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
そ
の
漢
字
字
種
が
他
の
資
料
よ
り
多
い
こ
と
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
く
。

左
に
掲
げ
る
の
は
『
秀
歌
』
な
ら
び
に
『
奥
入
』
と
『
古
今
集
』
と
の
重
複
歌
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
古
今
集
』
に
お
い
て
は



短
歌
一
首
を
一
行
に
書
く
の
が
原
則
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
行
末
に
至
っ
て
納
ま
り
切
ら
な
く
な
っ
た
歌
は
行
末
の
行
間
に
書
き
込
ん
で
お
り
、

極
力
、
一
行
で
済
ま
せ
よ
う
と
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

I
（
『
奥
入
』
　
二
二
丁
裏
）
お
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
花
／
あ
り
と
や
こ
～
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
（
／
は
改
行
位
置
を
示
す
。
以
下
同

じ
）

I
　
（
『
古
今
』
春
上
三
二
）

l
　
（
『
秀
歌
』
九
丁
裏
）

1
　
（
『
古
今
』
秋
上
二
一
五
）

K
　
（
『
奥
入
』
　
二
四
丁
表
）

k
　
（
『
古
今
』
恋
五
〇
九
）

L
　
（
『
奥
入
』
　
四
一
丁
表
）

1
　
（
『
古
今
』
雑
上
九
〇
九
）

折
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
花
有
と
や
こ
～
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く

お
く
山
に
も
み
ぢ
ふ
み
わ
け
な
く
し
か
の
／
こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き

お
く
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
な
く
鹿
の
こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
悲
き

伊
勢
の
う
み
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
う
け
な
れ
や
／
心
ひ
と
つ
を
さ
だ
め
か
ね
つ
る

伊
勢
の
海
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
う
け
な
れ
や
心
ひ
と
つ
を
定
か
ね
つ
る

た
れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
む
た
か
さ
ご
の
／
ま
つ
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に

誰
を
か
も
し
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に

こ
の
よ
う
に
『
秀
歌
』
『
奥
入
』
で
は
二
行
に
書
か
れ
た
歌
が
『
古
今
集
』
で
は
一
行
に
納
ま
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら

の
例
の
う
ち
、
i
の
「
折
」
、
j
の
「
鹿
」
、
k
の
「
海
」
「
定
」
、
1
の
「
友
」
は
、
俊
成
の
『
風
鉢
抄
』
や
定
家
の
他
の
二
資
料
に
は
見
出

せ
な
い
『
古
今
』
単
独
使
用
漢
字
で
あ
る
。
『
古
今
集
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
は
、
全
部
で
一
〇
〇
字
種
も
存
す
る
。
な
か
で
も
特

徴
的
な
の
は
助
詞
・
助
動
詞
の
表
記
に
お
い
て
で
あ
り
、
今
回
の
四
資
料
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
漢
字
一
〇
種
（
（
表
2
）
参
照
）
の
う
ち
「
鋏
」

「
霜
」
「
蝶
」
「
柄
」
「
南
」
　
の
五
種
は
『
古
今
集
』
　
に
の
み
見
え
る
漢
字
で
あ
る
。
一
首
一
行
と
い
う
条
件
が
『
秀
歌
』
　
『
奥
入
』
を
記
し
た

同
じ
筆
者
を
し
て
こ
の
よ
う
な
多
様
な
字
種
を
使
用
さ
せ
た
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

右
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
　
『
奥
入
』
　
の
和
歌
の
表
記
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

『
奥
入
』
　
の
単
独
使
用
漢
字
は
次
の
一
八
種
で
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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家
・
上
　
（
う
は
）
・
垣
・
門
・
子
・
樟
・
下
　
（
し
た
）
・
手
　
（
た
）
・
塵
・
罪
・
午
・
馬
・
荻
・
過
・
染
・
間
・
巻
・
若

こ
の
う
ち
「
家
」
「
間
」
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
一
回
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
例
え
ば
次
の
歌
の
よ
う
に
、
一
部
の
漢
字
に
は
そ

の
出
現
の
し
か
た
に
あ
る
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

m
　
（
『
奥
入
』
　
四
八
丁
表
）
　
秋
は
猶
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
ゞ
な
ら
ね
荻
上
風
萩
下
風

n
　
（
『
奥
入
』
　
四
八
丁
表
）
　
を
と
め
ご
が
袖
振
山
の
み
づ
垣
の
ひ
さ
し
き
世
よ
り
思
染
て
き

さ
き
に
挙
げ
た
『
奥
入
』
単
独
字
種
一
八
種
の
う
ち
、
m
の
歌
に
「
荻
」
「
上
」
「
下
」
の
三
字
が
、
n
の
歌
に
「
垣
」
「
染
」
の
二
字
が
集

中
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
の
両
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
四
八
丁
表
の
紙
面
は
詩
文
や
和
歌
が
ぎ
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
た
一
面
で
あ
り
、
m
・

n
と
も
に
一
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
　
で
見
た
の
と
同
じ
状
況
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
「
罪
」
「
過
」
も
一
行
に
詰
め

ら
れ
た
歌
に
見
出
せ
る
例
で
あ
る
。
ま
た
「
間
」
　
の
二
例
の
う
ち
一
例
は
紙
面
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
紙
面
の
制
約
を
受
け
て
漢
字
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
　
『
古
今
集
』
『
奥
入
』
　
に
認
め
ら
れ
、
『
古
今
集
』
　
に
お
け

る
漢
字
字
種
な
ら
び
に
延
べ
字
数
の
増
加
は
、
単
に
和
歌
の
量
の
多
き
に
よ
る
の
み
で
は
な
く
、
一
首
一
行
の
制
約
が
強
く
影
響
し
て
い
た

も
の
と
考
え
る
。五

、
異
字
同
訓
・
同
字
異
訓
例
に
つ
い
て
の
検
討

さ
て
、
次
に
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
今
回
扱
っ
た
四
資
料
に
お
け
る
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
関
係
を
、
先
の
（
表

1
）
（
表
2
）
お
よ
び
（
表
3
）
の
一
覧
表
を
も
と
に
、
整
理
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
資
料
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
漢
字
が
一
つ
の

和
訓
に
対
応
す
る
形
で
の
一
対
一
の
対
応
関
係
を
有
す
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
一
語
に
対
し
で
互
い
に
異
な
る
漢
字
が
用
い
ら

れ
る
「
異
字
同
訓
」
、
あ
る
い
は
相
異
な
る
語
が
同
じ
漢
字
で
表
さ
れ
る
「
同
字
異
訓
」
な
ど
の
例
外
は
少
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
ま

た
資
料
相
互
の
間
に
お
い
て
も
（
表
2
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
複
数
の
資
料
に
共
通
す
る
語
に
対
し
て
互
い
に
異
な
る
漢
字
が
用
い
ら
れ



た
り
（
異
字
同
訓
）
、
あ
る
い
は
相
異
な
る
語
が
同
じ
漢
字
で
表
さ
れ
た
り
（
同
字
異
訓
）
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
結
局
、
俊
成
の
『
古

来
風
鉢
抄
』
以
下
四
資
料
全
体
に
お
い
て
、
漢
字
と
和
訓
と
は
、
一
対
一
の
ほ
ぼ
安
定
し
た
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
、
例
外
と
な
る
「
異
字
同
訓
」
「
同
字
異
訓
」
の
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
異
字
同
訓
」
　
（
九
組
）

①
「
河
」
「
川
」
（
か
は
）
…
…
『
風
鉢
抄
』
内
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例

②
「
臆
膵
」
「
巷
」
（
き
り
ぎ
り
す
）
　
③
「
浪
」
「
波
」
（
な
み
）
　
④
「
峯
」
「
琴
」
（
み
ね
）

⑤
「
宮
こ
」
「
都
」
（
み
や
こ
）
　
⑥
「
返
」
「
蹄
」
（
か
へ
り
）
…
…
『
古
今
集
』
内
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例

⑦
「
馬
」
「
午
」
（
む
ま
）
…
…
『
奥
入
』
内
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例

⑧
「
あ
か
月
」
「
暁
」
（
あ
か
つ
き
）
　
⑨
「
影
」
「
陰
」
（
か
げ
）
…
…
『
風
鉢
抄
』
と
他
の
定
家
筆
資
料
と
の
間
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例

「
同
字
異
訓
」
　
（
五
線
）

⑩
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
（
我
）
…
…
『
風
鉢
抄
』
内
に
お
け
る
同
字
異
訓
の
例

⑰
「
あ
し
た
」
「
あ
さ
」
（
朝
）
　
⑫
「
か
へ
し
」
「
か
へ
り
」
（
返
「
…
：
『
古
今
集
』
内
に
お
け
る
同
字
異
訓
の
例

⑬
「
わ
た
り
」
「
わ
た
し
」
（
渡
）
　
⑭
「
か
な
」
「
が
な
」
（
哉
）
…
…
定
家
筆
資
料
相
互
の
間
に
お
け
る
同
字
異
訓
の
例

右
に
記
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
は
、
各
資
料
内
に
お
け
る
異
字
同
訓
・
同
字
異
訓
で
あ
り
、
俊
成
の
『
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
三
資
料
と

の
間
で
、
違
い
を
見
出
せ
る
も
の
は
⑧
⑨
の
二
組
の
異
字
同
訓
例
だ
け
で
あ
る
。

右
の
一
四
組
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
た
。

①
「
河
」
「
川
」
　
（
か
は
）

先
掲
の
如
く
『
風
鉢
抄
』
に
現
れ
る
も
の
で
、
『
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
異
字
同
訓
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
「
か
は
」
の
語
の
漢
字
表
記
は
左

の
如
く
四
例
見
ら
れ
、
う
ち
三
例
が
「
河
」
（
a
r
C
）
、
一
例
が
「
川
」
（
d
）
の
表
記
で
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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a
O
河
風
の
す
ゞ
し
く
も
あ
る
か
う
ち
よ
す
る
　
な
み
と
ゝ
も
に
や
秋
は
た
つ
ら
ん
（
『
風
鉢
抄
』
下
〓
丁
表
）

b
O
蘭
画
河
も
み
ぢ
み
だ
れ
て
な
が
る
め
り
　
わ
た
ら
ば
に
し
き
な
か
や
た
え
な
ん
（
同
　
下
一
三
丁
裏
）

C
O
み
わ
た
せ
ば
浪
の
し
が
ら
み
か
け
て
け
り
　
卯
花
さ
け
る
司
河
の
さ
と
（
同
　
下
五
〇
丁
裏
）

d
O
春
が
す
み
た
つ
や
お
そ
き
と
面
相
の
　
い
は
ま
を
く
ゞ
る
お
と
き
こ
ゆ
な
り
（
同
　
下
四
七
丁
表
）

と
も
に
熟
字
の
形
で
あ
り
、
単
純
な
比
較
は
出
来
な
い
。
な
お
こ
の
他
に
、
地
名
と
し
て
除
外
し
た
用
例
の
中
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ

る
。

e
O
ち
の
な
み
だ
お
ち
て
ぞ
た
ぎ
つ
面
相
は
　
き
み
が
よ
ま
で
の
な
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
同
　
下
一
九
丁
裏
）

一
方
、
定
家
自
筆
の
三
資
料
お
よ
び
同
じ
く
定
家
筆
の
『
更
級
日
記
』
『
土
左
日
記
』
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
「
河
」
字
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
「
川
」
字
の
用
例
は
な
い
。

俊
成
の
『
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
こ
の
「
川
」
字
の
使
用
を
、
俊
成
と
定
家
と
の
筆
者
の
違
い
を
表
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
定
家
に
は
徹
底
し
て
「
河
」
　
二
子
を
用
い
よ
う
と
す
る
様
子
が
窺

え
る
の
に
対
し
、
俊
成
は
「
河
」
「
川
」
両
字
の
併
用
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

次
の
②
か
ら
⑥
ま
で
は
す
べ
て
『
古
今
集
』
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例
で
あ
る
。

②
「
賦
膵
」
「
養
」
　
（
き
り
ぎ
り
す
）

左
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
用
例
数
も
「
橋
畔
」
二
例
（
a
・
b
）
、
「
巷
」
一
例
（
C
）
と
大
き
な
差
は
な
く
、
意
味
の
上
で
も
特
に
違
い
は
認

め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
用
例
末
尾
の
括
弧
内
の
数
字
は
国
歌
大
観
番
号
を
示
す
）

a
O
噛
嘲
（
巷
イ
）
　
い
た
く
な
ゝ
き
そ
秋
の
夜
の
　
長
き
思
ひ
は
我
ぞ
ま
さ
れ
る
（
『
古
今
集
』
秋
一
九
六
）

※
「
養
イ
」
は
校
異
と
し
て
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

b
O
秋
風
に
ほ
こ
ろ
び
ぬ
ら
し
ふ
ぢ
ば
か
ま
　
つ
ゞ
り
さ
せ
て
ふ
噛
嘲
な
く
（
同
　
雑
体
一
〇
二
〇
）



C
O
も
ろ
と
も
に
な
き
て
と
ゞ
め
よ
巷
l
　
秋
の
わ
か
れ
は
お
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
（
同
　
離
別
三
八
五
）

『
和
名
類
衆
抄
二
元
和
版
。
以
下
同
じ
）
に
も
「
兼
名
苑
云
、
賦
膵
〈
悉
率
二
音
）
一
名
養
（
渠
容
反
三
日
挟
、
和
名
木
里
木
里
須
〉
」
（
巻

十
九
、
患
者
類
。
な
お
用
例
中
の
（
　
）
は
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
）
と
二
表
記
が
並
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
差
異
が

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
『
古
今
集
』
一
九
六
の
歌
に
は
「
蛭
蝉
」
の
傍
ら
に
「
養
イ
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

定
家
に
と
っ
て
こ
の
両
表
記
の
違
い
は
見
過
ご
し
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

次
の
③
の
「
浪
」
と
「
波
」
、
④
の
「
峯
」
と
「
琴
」
、
⑤
の
「
宮
こ
」
と
「
都
」
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
漢
字
の
使
用
頻
度
に
お
い
て

偏
り
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
に
挙
げ
た
「
浪
」
「
峯
」
「
宮
こ
」
の
表
記
が
多
数
を
占
め
、
後
の
「
波
」
「
琴
」
「
都
」
の
用
例
は
わ
ず
か
し
か

見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

③
「
浪
」
「
波
」
　
（
な
み
）

「
浪
」
の
例
が
四
〇
例
見
ら
れ
る
（
a
・
b
）
の
に
対
し
、
「
波
」
は
三
例
の
み
（
C
～
e
）
で
、
し
か
も
い
ず
れ
も
「
藤
波
」
の
語
を
表
す

の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

a
O
さ
く
ら
花
ち
り
ぬ
る
風
の
な
ご
り
に
は
　
水
な
き
そ
ら
に
浪
l
ぞ
た
ち
け
る
（
『
古
今
集
』
春
八
九
）

b
O
草
も
木
も
色
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ
う
み
の
　
副
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
（
同
　
秋
二
五
〇
）

C
O
わ
が
や
ど
に
さ
け
る
圏
域
た
ち
か
へ
り
　
す
ぎ
が
て
に
の
み
人
の
見
る
ら
む
（
同
　
春
一
二
〇
）

d
O
わ
が
や
ど
の
池
の
蘭
渕
さ
き
に
け
り
　
山
郭
公
い
つ
か
き
な
か
む
（
同
　
夏
一
三
五
）

e
O
み
吉
野
ゝ
お
ほ
か
は
の
へ
の
蘭
副
の
　
な
み
に
お
も
は
ゞ
わ
が
こ
ひ
め
や
は
（
同
　
恋
六
九
九
）

『
奥
入
』
や
『
更
級
日
記
』
に
お
い
て
は
「
浪
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
土
左
日
記
』
に
は
「
浪
」
が
二
三
回
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
一
例
「
風
波
」
の
例
（
f
）
が
見
え
て
い
る
。

f
〇
五
日
　
風
域
や
ま
ね
ば
猶
お
な
じ
所
に
あ
り
（
『
土
左
日
記
』
七
丁
裏
）

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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ま
た
俊
成
の
『
風
鉢
抄
』
に
お
い
て
も
、
「
浪
」
は
認
め
ら
れ
る
が
「
波
」
の
使
用
は
な
い
。
俊
成
や
定
家
の
平
仮
名
文
に
お
い
て
は
「
波
」

よ
り
も
「
浪
」
字
を
用
い
る
方
が
よ
り
一
般
的
な
用
字
で
あ
っ
た
。

『
古
今
集
』
　
の
「
藤
波
」
も
『
土
左
日
記
』
　
の
「
風
波
」
も
共
に
二
字
の
漢
字
か
ら
成
る
熟
字
中
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
下
位
に
位

置
し
て
い
る
。
単
純
語
「
な
み
」
を
表
す
の
に
「
波
」
が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例
は
今
回
の
調
査
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
定
家

は
、
仮
名
の
「
は
」
　
の
字
形
と
紛
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
「
な
み
」
　
の
表
記
に
「
波
」
を
用
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
検
討
を

要
す
る
点
で
あ
る
。

④
「
峯
」
「
琴
」
　
（
み
ね
）

「
峯
」
が
七
例
（
a
・
b
）
、
「
琴
」
が
一
例
（
C
）
　
で
あ
る
。

a
O
風
ふ
け
ば
封
に
わ
か
る
ゝ
白
雲
の
　
た
え
て
つ
れ
な
き
君
が
心
か
（
『
古
今
集
』
恋
六
〇
一
）

b
O
履
の
く
る
封
の
朝
霧
は
れ
ず
の
み
　
思
ひ
つ
き
せ
ぬ
世
中
の
う
さ
（
同
　
雑
九
三
五
）

C
O
白
雲
の
た
え
ず
た
な
び
く
判
に
だ
に
　
す
め
ば
す
み
ぬ
る
世
に
こ
そ
有
け
れ
（
同
　
雑
九
四
五
）

『
和
名
類
衆
抄
』
に
も
「
峯
　
祝
尚
丘
日
、
峯
敷
容
反
（
和
名
三
禰
）
。
又
用
下
二
字
、
号
音
尋
、
嶺
音
領
山
尖
高
虞
也
」
　
（
巻
一
、
山
谷
類
）

と
両
様
の
表
記
が
見
出
せ
る
。

「
峯
」
　
の
字
は
、
俊
成
の
『
風
鉢
抄
』
　
に
一
例
、
定
家
の
　
『
秀
歌
』
　
に
二
例
、
『
奥
入
』
　
に
三
例
見
え
て
お
り
、
一
方
の
「
琴
」
字
は
『
古

今
集
』
　
の
一
例
の
み
で
、
他
に
は
見
出
せ
な
い
。

⑤
「
宮
こ
」
「
都
」
　
（
み
や
こ
）

「
宮
こ
」
が
一
一
例
と
多
用
さ
れ
て
お
り
（
a
・
b
）
、
対
す
る
「
都
」
は
一
例
の
み
　
（
C
）
　
で
あ
る
。

a
O
雪
ま
で
ひ
ゞ
き
か
よ
へ
る
か
ら
ご
と
は
　
狼
の
を
す
け
て
風
ぞ
ひ
き
け
る
（
『
古
今
集
』
雑
九
二
一
）

b
O
わ
が
い
ほ
は
可
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む
　
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
也
（
同
　
雑
九
八
三
）



C
O
都
い
で
1
今
日
み
か
の
原
い
づ
み
河
　
か
は
風
さ
む
し
衣
か
せ
山
（
同
　
幕
旅
四
〇
八
）

『
更
級
日
記
』
に
も
「
宮
こ
」
が
二
例
用
い
ら
れ
て
お
り
、
定
家
の
平
仮
名
文
に
お
い
て
は
「
宮
こ
」
の
方
が
よ
り
一
般
的
な
用
字
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
「
返
」
「
蹄
」
　
（
か
へ
り
）

「
返
」
は
「
立
返
り
」
の
語
形
で
一
例
存
す
る
だ
け
で
あ
る
（
a
）
。
ま
た
、
「
蹄
」
も
五
例
の
う
ち
四
例
が
「
立
締
り
」
の
例
で
あ
る
（
b

～
e
）
。

a
O
わ
た
つ
み
の
わ
が
身
こ
す
浪
山
思
惑
外
　
あ
ま
の
す
む
て
ふ
う
ら
み
つ
る
哉
（
『
古
今
集
』
恋
八
一
六
）

b
O
剖
矧
引
あ
は
れ
と
ぞ
思
よ
そ
に
て
も
　
人
に
心
を
お
き
つ
白
浪
（
同
　
恋
四
七
四
）

C
O
逢
事
の
な
ぎ
さ
に
し
よ
る
浪
な
れ
や
　
怨
て
の
み
ぞ
到
聞
け
る
（
同
　
恋
六
二
六
）

d
O
い
し
ま
行
水
の
白
浪
劫
圏
外
　
か
く
こ
そ
は
見
め
あ
か
ず
も
あ
る
哉
（
同
　
恋
六
八
二
）

e
O
い
に
L
へ
に
猶
剖
矧
心
哉
　
こ
ひ
し
き
こ
と
に
物
わ
す
れ
せ
で
（
同
　
恋
七
三
四
）

双
方
を
比
較
す
る
に
、
「
立
蹄
」
の
例
の
う
ち
b
・
d
の
二
例
は
「
浪
」
と
の
関
連
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
「
く
り
返
し
」
の
意
の
掛

詞
に
も
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
a
の
「
立
返
」
と
意
味
・
用
法
上
の
相
違
は
な
い
。

ま
た
、
「
立
蹄
」
は
　
『
奥
入
』
や
『
更
級
日
記
』
　
に
も
見
ら
れ
る
　
（
f
・
g
）
。

f
O
あ
ら
た
ま
の
年
上
l
Ⅱ
蹄
朝
よ
り
　
ま
た
る
ゝ
物
は
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
『
奥
入
』
一
五
丁
裏
）

g
O
は
つ
せ
河
到
矧
つ
ゝ
た
づ
ぬ
れ
ば
　
す
ぎ
の
し
る
L
も
こ
の
た
び
や
見
む
（
『
更
級
日
記
』
七
八
丁
表
）

定
家
の
平
仮
名
文
に
お
い
て
は
「
立
蹄
」
の
表
記
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑦
「
馬
」
「
午
」
　
（
む
ま
）

『
奥
入
』
に
見
え
る
異
字
同
訓
の
例
で
あ
る
が
、
次
の
用
例
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
両
者
の
書
き
分
け
は
意
味
の
違
い
を
反
映
し
た
も

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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の
で
あ
る
。

a
O
山
し
ろ
の
こ
は
た
の
さ
と
に
矧
は
あ
れ
ど
（
『
奥
入
』
　
二
六
裏
）

b
O
け
ふ
も
又
午
の
か
ひ
到
ぞ
ふ
き
つ
な
る
　
ひ
つ
じ
の
あ
ゆ
み
ち
か
づ
き
ぬ
ら
む
（
同
　
二
八
表
）

b
の
「
午
の
か
ひ
」
は
正
午
を
告
げ
る
ほ
ら
貝
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
動
物
の
「
馬
」
と
は
表
す
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
は
、
各
資
料
内
に
お
け
る
異
字
同
訓
の
例
で
あ
っ
た
が
、
次
の
⑧
「
あ
か
月
」
「
暁
」
と
⑨
「
影
」
「
陰
」
と
は
、
俊
成
の
『
風
鉢
抄
』

と
定
家
筆
の
資
料
と
の
相
違
と
し
て
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
「
あ
か
月
」
「
暁
」
　
（
あ
か
つ
き
）

「
あ
か
月
」
が
『
風
鉢
抄
』
に
一
例
（
a
）
、
そ
れ
に
対
し
て
「
暁
」
が
『
秀
歌
』
に
一
例
（
b
）
、
『
古
今
集
』
に
三
例
（
C
～
e
）
存
す
る
。

a
O
み
や
ま
い
で
ゝ
よ
は
に
や
き
つ
る
は
と
ゝ
ぎ
す
　
劃
刺
矧
か
け
て
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る
（
『
風
鉢
抄
』
下
一
〇
丁
裏
）

b
O
あ
り
あ
け
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
　
鴫
許
う
き
物
は
な
し
（
『
秀
歌
』
一
四
丁
裏
）

C
O
有
あ
け
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
．
矧
許
う
き
物
は
な
し
（
『
古
今
集
』
恋
六
二
五
）

d
O
は
と
ゝ
ぎ
す
夢
か
う
つ
ゝ
か
あ
さ
つ
ゆ
の
　
お
き
て
別
し
鴫
の
こ
ゑ
（
同
　
恋
六
四
一
）

e
O
鴫
の
し
ぎ
の
は
ね
が
き
も
ゝ
は
か
き
　
君
が
こ
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
（
同
　
恋
七
六
こ

し
か
し
こ
の
他
に
、
『
風
鉢
抄
』
の
詞
書
に
「
暁
」
の
例
が
見
ら
れ
（
f
）
、
逆
に
定
家
の
『
更
級
日
記
』
に
は
「
あ
か
月
」
の
例
が
一
〇
例

も
見
ら
れ
る
（
笠
の
で
、
こ
の
表
記
の
差
を
個
人
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

f
O
中
関
白
の
い
み
に
方
興
院
こ
も
り
て
　
鴫
　
千
鳥
の
な
く
を
き
ゝ
て
よ
み
侍
け
る
（
『
風
鉢
抄
』
下
六
四
丁
裏
）

g
〇
割
刺
矧
を
な
に
ゝ
ま
ち
け
む
思
事
　
な
る
と
も
き
か
ぬ
か
ね
の
を
と
ゆ
へ
　
（
『
更
級
日
記
』
六
六
丁
裏
）

今
は
「
あ
か
月
」
「
暁
」
両
様
の
表
記
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

⑨
「
影
」
「
陰
」
　
（
か
げ
）



「
陰
」
が
『
風
鉢
抄
』
に
一
例
（
a
）
、
「
影
」
が
『
古
今
集
』
に
「
七
例
（
b
～
d
）
、
『
奥
入
』
に
二
例
（
e
）
見
え
て
い
る
。

a
O
樹
陰
－
の
い
は
ゐ
の
み
づ
を
む
す
び
あ
け
て
　
な
つ
な
き
と
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な
（
『
風
鉢
抄
』
下
三
六
丁
裏
）

b
O
吉
野
河
岸
の
山
吹
ふ
く
か
ぜ
に
　
そ
こ
の
影
l
さ
へ
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
『
古
今
集
』
嘉
二
二
四
）

C
O
こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
l
見
れ
ば
　
心
つ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り
（
同
秋
一
八
四
）

d
O
懸
す
れ
ば
わ
が
身
は
影
l
と
成
に
け
り
　
さ
り
と
て
人
に
そ
は
ぬ
物
ゆ
へ
（
同
恋
五
二
八
）

e
O
あ
す
か
井
に
や
ど
り
は
す
べ
し
財
も
よ
し
　
み
も
ひ
も
さ
む
し
み
ま
く
さ
も
よ
し
（
『
奥
入
』
六
丁
表
）

右
の
う
ち
a
の
「
松
陰
」
は
、
例
に
見
ら
れ
る
通
。
、
「
物
の
陰
」
す
な
わ
ち
光
の
当
た
ら
な
い
暗
い
部
分
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
b
以
下
の
「
影
」
は
、
月
の
光
、
あ
る
い
は
光
線
に
よ
っ
て
作
。
出
さ
れ
る
影
法
師
、
ま
た
水
な
ど
に
映
っ
た
映
像
を
表
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
こ
の
両
字
の
使
用
は
意
味
に
よ
る
書
き
分
け
の
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
の
異
字
同
訓
例
に
つ
い
て
、
そ
の
両
字
種
の
用
法
Ⅰ
の
違
い
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅲ
両
字
種
が
、
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
＝
…
・
⑦
⑨

㈱
両
字
種
の
間
に
、
使
用
頻
度
の
上
で
は
っ
き
り
し
た
偏
り
が
見
ら
れ
る
も
の
…
…
③
④
⑤
⑥

㈲
両
字
種
の
間
に
、
明
確
な
差
が
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
…
…
①
②
⑧

俊
成
筆
の
『
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
の
三
資
料
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
字
同
訓
例
二
組
の
う
ち
、
一
組
は
意
味
の
違
い
に
拠
る
使
い
分
け
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
二
組
は
明
確
な
差
が
見
出
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
同
訓
の
二
字
種
の
違
い
が
、
俊
成
と
定

家
の
筆
者
の
違
い
に
基
づ
く
と
判
断
で
き
る
例
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
③
④
の
「
浪
」
「
峯
」
の
よ
う
に
、
『
風
鉢
抄
』
に
用
い
ら
れ
た
こ

れ
ら
の
漢
字
は
、
定
家
の
『
古
今
集
』
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
俊
成
と
定
家
と
の
間
に
は
共
通
性
が
認
め
ら

れ
た
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
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た
だ
し
、
①
の
『
風
鉢
抄
』
の
「
河
」
「
川
」
両
字
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
定
家
筆
の
資
料
に
お
け
る
「
河
」
字
使
用
の
徹
底
ぶ
り
か
ら
逆

に
、
非
「
定
家
」
的
な
も
の
が
窺
わ
れ
た
。

次
に
「
同
字
異
訓
」
　
の
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑩
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
　
（
我
）

こ
れ
は
『
風
鉢
抄
』
内
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
わ
れ
」
の
例
が
二
例
（
a
・
b
）
、
「
わ
が
」
の
例
が
一
例
（
C
）
　
で
あ
る
。

a
O
硯
な
ら
ぬ
く
さ
ば
も
ゝ
の
は
お
も
ひ
け
り
　
そ
で
よ
り
ほ
か
に
お
け
る
し
ら
つ
ゆ
（
『
風
鉢
抄
』
下
三
二
丁
裏
）

b
O
い
さ
き
よ
に
そ
ら
の
け
し
き
を
た
の
む
か
な
　
矧
ま
ど
は
す
れ
秋
の
よ
の
月
（
同
　
下
七
四
丁
表
）

C
O
現
や
ど
ゝ
た
の
む
よ
し
の
に
き
み
し
い
ら
ば
　
お
な
じ
か
ざ
L
を
さ
し
こ
そ
は
せ
め
（
同
　
下
三
〇
丁
裏
）

定
家
筆
の
『
秀
歌
』
『
古
今
集
』
『
奥
入
』
な
ど
で
は
「
我
」
字
は
「
わ
れ
」
と
し
か
訓
ま
れ
な
い
。
特
に
『
古
今
集
』
で
は
「
わ
れ
」
　
（
「
わ
れ
ら
」
も

含
む
）
七
九
例
の
う
ち
漢
字
の
「
我
」
で
表
さ
れ
た
も
の
が
七
七
例
あ
り
（
d
）
、
仮
名
で
「
わ
れ
」
と
記
さ
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
二
例
に
過

ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
一
例
（
2
）
は
、
い
わ
ゆ
る
変
字
法
に
よ
っ
て
直
前
の
歌
（
d
）
の
「
我
」
に
対
し
て
仮
名
を
用
い
て
表
記
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

d
O
魂
を
の
み
思
ふ
と
い
は
ゞ
あ
る
べ
き
を
　
い
で
や
心
は
お
ほ
ぬ
さ
に
し
て
（
『
古
今
集
』
雑
体
一
〇
四
〇
）

e
O
叫
叫
を
思
ふ
人
を
お
も
は
ぬ
む
く
ひ
に
や
　
わ
が
思
ふ
人
の
我
を
お
も
は
ぬ
（
同
　
雑
体
一
〇
四
一
）

そ
し
て
一
方
の
連
体
詞
「
わ
が
」
は
三
一
四
例
す
べ
て
仮
名
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
は
『
更
級
日
記
』
　
に
も
見
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
定
家
に
お
い
て
は
「
我
」
字
は
「
わ
れ
」
の
表
記
に
の
み
用
い
る
漢
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
俊
成
の
場
合
は
、
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
共
に
「
我
」
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。
用
例
も
少
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は

言
い
難
い
が
、
「
わ
れ
」
と
「
わ
が
」
と
は
共
に
共
通
す
る
語
基
「
わ
」
を
持
っ
て
お
り
、
自
称
の
代
名
詞
と
し
て
の
基
本
的
な
意
味
も
同
じ



で
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
定
家
ほ
ど
に
は
明
確
な
書
き
分
け
意
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
「
あ
し
た
」
「
あ
さ
」
　
（
朝
）

こ
れ
は
　
『
古
今
集
』
　
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

a
O
は
の
♪
（
1
と
明
石
の
浦
の
刺
繍
に
　
嶋
が
く
れ
行
舟
を
し
ぞ
思
（
『
古
今
集
』
畢
旅
四
〇
九
）

b
O
贋
の
く
る
峯
の
酬
園
は
れ
ず
の
み
　
思
ひ
つ
き
せ
ぬ
世
中
の
う
さ
（
同
　
雑
九
三
五
）

C
O
霧
立
て
贋
ぞ
な
く
な
る
片
岡
の
　
樹
の
原
は
紅
葉
し
ぬ
覧
（
同
　
秋
二
五
二
）

d
O
は
か
な
く
て
夢
に
も
人
を
見
つ
る
夜
は
　
剤
の
と
こ
ぞ
お
き
う
か
り
け
る
（
同
　
恋
五
七
五
）

e
O
今
こ
む
と
い
ひ
て
わ
か
れ
し
割
よ
り
　
思
ひ
く
ら
し
の
ね
を
の
み
ぞ
な
く
（
同
　
恋
七
七
一
）

f
O
近
江
よ
り
劃
た
ち
く
れ
ば
う
ね
の
ゝ
に
　
た
づ
ぞ
な
く
な
る
あ
け
ぬ
こ
の
よ
は
（
同
　
大
歌
所
一
〇
七
一
）

右
の
用
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
通
り
、
「
あ
さ
」
と
訓
む
例
二
例
（
a
・
b
）
は
「
朝
霧
」
と
い
う
熟
字
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
単
独
で
用
い

ら
れ
た
「
朝
」
字
三
例
（
C
～
e
）
は
皆
「
あ
し
た
」
と
訓
む
べ
き
例
で
あ
る
。
単
純
語
「
あ
さ
」
の
例
も
二
例
存
す
る
（
た
と
え
ば
f
）
が
、

そ
れ
ら
は
皆
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
用
例
が
少
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
定
家
は
、
単
純
語
の
「
あ
し
た
」
を

表
す
際
に
漢
字
の
「
朝
」
を
用
い
、
同
じ
く
単
純
語
の
「
あ
さ
」
を
表
す
場
合
に
は
平
仮
名
を
用
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
書
き
分
け
の
意
識

を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑫
「
か
へ
し
」
「
か
へ
り
」
　
（
返
）

こ
れ
も
　
『
古
今
集
』
　
に
お
け
る
同
字
異
訓
の
例
で
あ
る
。

a
O
い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
　
よ
る
の
衣
を
返
威
∪
て
ぞ
き
る
（
『
古
今
集
』
恋
五
五
四
）

b
O
わ
が
せ
こ
が
衣
の
す
そ
を
呪
過
し
l
　
う
ら
め
づ
ら
し
き
秋
の
は
つ
風
（
同
　
秋
一
七
こ

C
O
花
の
色
は
た
ゞ
ひ
と
さ
か
り
こ
け
れ
ど
も
　
習
l
ぞ
つ
ゆ
は
そ
め
け
る
（
同
　
物
名
四
五
〇
）

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

d
O
唐
衣
ひ
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
な
る
時
は
　
返
ゞ
ぞ
人
は
こ
ひ
し
き
　
（
同
　
恋
五
一
五
）

e
O
わ
た
つ
み
の
わ
が
身
こ
す
浪
劇
画
引
　
あ
ま
の
す
む
て
ふ
う
ら
み
つ
る
哉
（
同
　
恋
八
一
六
）

な
お
定
家
の
『
更
級
日
記
』
　
『
土
左
日
記
』
　
に
は
、
「
返
こ
と
」
の
例
が
そ
れ
ぞ
れ
六
例
（
f
）
と
一
例
（
g
）
見
え
て
い
る
。

f
O
宮
に
か
た
ら
ひ
き
こ
ゆ
る
人
の
御
も
と
よ
り
ふ
み
あ
る
　
避
d
d
き
こ
ゆ
る
は
ど
に
（
『
更
級
日
記
』
八
〇
丁
裏
）

g
O
あ
る
ひ
と
あ
さ
ら
か
な
る
も
の
も
て
き
た
り
　
よ
ね
し
て
習
す
（
『
土
左
日
記
』
三
九
丁
裏
）

「
か
へ
し
」
「
か
へ
り
」
は
互
い
に
「
か
へ
」
を
語
基
と
し
て
共
有
す
る
語
で
あ
り
、
（
事
物
を
前
の
状
態
と
は
逆
の
状
態
に
す
る
。
ま
た
は
、

そ
う
い
う
状
態
に
な
る
）
と
い
う
基
本
的
な
意
味
に
お
い
て
も
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
じ
「
返
」
字
を
用
い
て
も
特
に
不
都
合
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
訓
み
に
つ
い
て
も
「
り
」
「
し
」
を
送
り
仮
名
と
し
て
加
え
、
あ
る
い
は
「
返
ゞ
」
の
よ
う
に
複
合
語
形
を
と
る

こ
と
で
区
別
は
出
来
た
で
あ
ろ
う
。

f
・
g
の
「
返
ご
と
」
の
例
を
も
含
め
て
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
定
家
に
お
い
て
は
、
「
か
へ
し
」
「
か
へ
り
」
両
語
の
表
記
を
「
返
」

一
字
を
も
っ
て
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
に
不
都
合
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑬
「
わ
た
し
」
「
わ
た
り
」
　
（
渡
）

こ
れ
は
『
風
鉢
抄
』
　
『
奥
入
』
と
『
古
今
集
』
と
で
訓
み
が
相
違
す
る
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
わ
た
し
」
の
例
が
『
風
鉢
抄
』
と
『
奥
入
』

に
各
一
例
（
a
・
b
）
、
「
わ
た
り
」
　
の
例
が
　
『
古
今
集
』
　
に
九
例
（
C
・
d
）
見
え
る
。

a
O
剋
測
叫
ば
や
な
ぎ
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て
　
み
や
こ
ぞ
春
の
に
し
き
な
り
け
る
（
『
風
鉢
抄
』
下
八
丁
裏
）

b
O
和
魂
列
を
ち
方
人
に
物
申
す
わ
れ
　
そ
の
そ
こ
に
し
ろ
く
さ
け
る
は
な
に
の
花
ぞ
も
（
『
奥
入
』
　
〓
丁
裏
）

C
O
秋
霧
の
と
も
に
た
ち
い
で
ゝ
わ
か
れ
な
ば
　
は
れ
ぬ
思
ひ
に
懸
や
囲
む
（
『
古
今
集
』
離
別
三
八
六
）

d
O
な
に
は
が
た
し
は
み
ち
く
ら
し
あ
ま
衣
　
た
み
の
ゝ
嶋
に
た
づ
な
き
囲
（
同
　
雑
九
一
三
）

『
風
鉢
抄
』
と
『
奥
入
』
に
共
に
「
わ
た
し
」
と
訓
む
例
が
存
す
る
以
上
、
筆
者
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の



「
渡
」
字
の
両
様
の
訓
み
も
、
と
も
に
「
わ
た
」
と
い
う
語
基
を
含
ん
で
お
り
、
⑬
の
「
返
」
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

⑭
「
か
な
」
「
が
な
」
　
（
哉
）

こ
の
「
哉
」
字
は
『
風
鉢
抄
』
　
に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
定
家
筆
の
三
資
料
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

a
O
秋
の
露
や
た
も
と
に
い
た
く
む
す
ぶ
ら
ん

b
O
を
ち
こ
ち
の
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
山
な
か
に

C
O
か
ず
な
ら
ぬ
身
の
み
も
の
う
く
お
も
は
へ
で

d
O
い
か
に
せ
む
ゝ
ろ
の
や
し
ま
に
や
ど
も
魂

な
が
き
夜
あ
か
ず
や
ど
る
月
哉
（
『
秀
歌
』
八
丁
裏
）

お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
ど
り
哉
（
『
古
今
集
』
春
二
九
）

ま
た
る
ゝ
ま
で
も
な
り
に
け
る
哉
l
（
『
奥
入
』
二
七
丁
表
）

こ
ひ
の
け
ぶ
り
を
そ
ら
に
ま
が
へ
む
　
（
『
秀
歌
』
一
三
丁
表
）

e
O
み
ゝ
な
し
の
山
の
く
ち
な
し
え
て
し
哉
　
思
ひ
の
色
の
し
た
ぞ
め
に
せ
む
　
（
『
古
今
集
』
雑
体
一
〇
二
六
）

f
O
い
に
L
へ
の
し
づ
の
を
だ
ま
き
く
り
か
へ
し
　
む
か
し
を
今
に
な
す
よ
し
も
副
（
『
奥
入
』
二
七
丁
表
）

右
の
例
で
a
～
C
は
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
、
d
～
f
は
願
望
の
終
助
詞
「
が
な
」
を
表
し
た
例
で
あ
る
。
両
語
を
同
じ
「
哉
」
で
表
す

の
は
文
意
理
解
に
は
あ
る
い
は
妨
げ
と
も
な
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
『
秀
歌
』
に
お
い
て
は
「
か
な
」
と
し
て
五
例
、
「
が
な
」
と
し
て
一
例
、

『
古
今
集
』
で
は
「
か
な
」
五
五
例
、
「
が
な
」
　
〓
例
、
『
奥
入
』
で
は
「
か
な
」
一
〇
例
、
「
が
な
」
七
例
の
用
例
が
見
ら
れ
、
定
家
筆
の

こ
の
三
資
料
に
お
い
て
は
、
使
用
頻
度
の
開
き
は
あ
る
も
の
の
「
が
な
」
と
し
て
の
用
例
も
少
な
く
は
な
い
。
定
家
の
こ
の
よ
う
な
漢
字
使

用
は
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
て
字
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
当
時
の
平
仮
名
文
に
お
い
て
清
濁
に
よ
る
仮
名
文
字
の
書

き
分
け
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
「
か
な
」
を
表
す
「
哉
」
字
を
同
じ
終
助
詞
と
し
て
の
働
き
（
す
な
わ
ち
『
手
爾
葉
大
概
抄
』
な
ど
で
い

う
「
言
ひ
切
り
」
に
用
い
ら
れ
る
）
を
持
つ
　
「
が
な
」
　
に
通
用
さ
せ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
検
討
し
て
き
た
同
字
異
訓
例
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

㈲
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
熟
字
の
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
で
訓
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
…
…
⑪

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
四
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

㈲
異
訓
で
は
あ
る
が
同
一
の
語
基
を
有
し
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
別
字
を
も
っ
て
書
き
分
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
…
・
‥
⑩

⑫
⑬

㈲
訓
の
違
い
が
清
濁
の
違
い
の
み
で
あ
っ
て
、
仮
名
と
同
様
に
清
濁
に
通
用
さ
せ
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
…
…
⑭

右
の
通
り
で
あ
り
、
訓
の
違
い
が
俊
成
と
定
家
の
筆
者
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
『
風
鉢
抄
』
に
お
い
て
「
我
」
字
を
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
双
方
の
表
記
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
定
家
筆
資
料
に
お
け
る
「
我
」

が
「
わ
れ
」
　
の
表
記
に
専
用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
む
し
ろ
非
「
定
家
」
的
な
一
面
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

さ
て
以
上
、
異
字
同
訓
な
ら
び
に
同
字
異
訓
の
例
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
そ
の
用
法
上
の
違
い

や
背
景
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

す
な
わ
ち
、
異
字
同
訓
例
の
場
合
、
両
表
記
の
間
に
意
味
や
使
用
頻
度
の
上
で
は
っ
き
り
し
た
違
い
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

ま
た
同
字
異
訓
例
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
「
異
訓
」
　
の
内
容
が
、
同
一
語
基
を
含
む
も
の
や
清
濁
の
音
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
音
形
が
違
っ
て
い
て
も
意
味
の
上
で
共
通
性
が
あ
れ
ば
、
同
じ
漢
字
を
用
い
て
い
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
俊
成
筆
の
『
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
の
三
資
料
と
で
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
も
の
と
し
て
次
の
二
点
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

ア
、
「
か
は
」
　
の
表
記
に
お
い
て
、
『
風
鉢
抄
』
は
「
川
」
　
の
字
を
も
使
用
す
る
の
に
対
し
て
、
定
家
筆
資
料
で
は
「
川
」
は
用
い
な
い
。

ィ
、
『
風
鉢
抄
』
で
は
、
「
我
」
の
漢
字
を
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
両
語
を
表
す
の
に
用
い
て
い
る
が
、
定
家
筆
資
料
で
は
「
わ
れ
」
の
表
記
に
限

っ
て
用
い
て
い
る
。



六
、
ま
　
と
　
め

こ
れ
ま
で
、
『
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
三
資
料
と
に
つ
い
て
、
そ
の
漢
字
字
種
や
使
用
頻
度
の
比
較
、
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
関
係
、
ま
た
例

外
と
な
る
用
例
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

I
　
俊
成
筆
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
と
定
家
筆
『
近
代
秀
歌
』
　
『
古
今
和
歌
集
』
　
『
奥
入
』
　
と
の
共
通
点
と
し
て
、

a
　
各
資
料
に
存
す
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
関
係
に
ほ
ぼ
一
対
一
の
関
係
が
認
め
ら
れ
、
筆
者
の
違
い
に
よ

る
和
訓
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

b
　
右
に
対
す
る
例
外
と
な
る
異
字
同
訓
例
、
同
字
異
訓
例
に
つ
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
、
意
味
や
使
用
頻
度
の
上
で
差
が
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
同
一
語
基
を
共
有
し
て
お
り
書
き
分
け
の
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

H
　
俊
成
筆
『
古
来
風
鉢
抄
』
と
定
家
筆
『
近
代
秀
歌
』
　
『
古
今
和
歌
集
』
　
『
奥
入
』
　
と
の
相
違
点
と
し
て
、

C
　
使
用
さ
れ
た
漢
字
字
種
の
量
に
か
な
り
差
が
あ
り
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
は
定
家
筆
の
三
資
料
ほ
ど
に
は
漢
字
を
用
い
て
は
い
な
い
。

特
に
、
定
家
筆
資
料
に
多
用
さ
れ
る
「
今
」
「
雲
」
「
心
」
「
袖
」
「
物
」
「
夜
」
「
思
」
な
ど
、
ま
た
、
助
詞
・
助
動
詞
の
「
哉
（
か
な
）
」

「
哉
（
が
な
）
」
「
也
（
な
り
）
」
「
覧
（
ら
む
）
」
、
こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
は
、
『
風
鉢
抄
』
　
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

d
　
「
か
は
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
定
家
筆
資
料
で
は
「
河
」
字
の
み
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
で
は
「
河
」
「
川
」
両

表
記
の
併
用
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
我
」
を
定
家
筆
資
料
で
は
「
わ
れ
」
の
表
記
に
限
っ
て
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
『
古
来
風
鉢
抄
』

で
は
　
「
わ
れ
」
「
わ
が
」
ど
ち
ら
に
も
用
い
て
い
る
。

e
　
漢
字
全
体
の
使
用
頻
度
に
お
い
て
も
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
は
、
定
家
筆
資
料
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

以
上
で
あ
る
。

俊
成
の
和
歌
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
と
定
家
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
結
果
、
右
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
俊
成
が

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



鎌
　
倉
　
時
　
代
．
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

用
い
た
漢
字
と
定
家
が
用
い
た
漢
字
と
は
、
そ
の
字
種
の
数
や
頻
度
に
つ
い
て
は
明
ら
か
な
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、
漢
字
と
そ
れ
に
対
す
る

和
訓
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
と
認
め
ら
れ
た
。
少
な
く
と
も
和
歌
の
表
記
に
あ
っ
て
は
、
漢
字
と
和
訓
と
の
結
び

付
き
に
つ
い
て
、
俊
成
と
定
家
と
の
個
人
の
違
い
を
超
え
た
比
較
的
安
定
し
た
基
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
今
回
扱
っ
た
資
料
以
外
に
も
定
家
筆
の
資
料
は
多
く
、
な
お
調
査
を
続
け
る
必
要
を
痛
感
す
る
。

二
九
九
四
・
一
二
二
一
四
）

注
1
）

2
）

3
）

4
）

5
）

6
）

7
）

拙
稿
「
藤
原
定
家
自
筆
平
仮
名
文
三
種
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
一
輯
　
昭
和
五
三
年
三
月
）

石
田
吉
貞
博
士
『
藤
原
定
家
の
研
究
』
改
訂
版
（
昭
和
四
四
年
三
月
）

国
書
刊
行
会
『
明
月
記
』
　
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
古
来
風
鉢
抄
』
谷
山
茂
博
士
・
赤
瀬
信
吾
氏
解
題

武
蔵
野
書
院
『
近
代
秀
歌
』
　
（
影
印
本
）
久
松
清
一
博
士
解
説

『
藤
原
定
家
筆
古
今
和
歌
集
　
別
巻
』
久
曽
神
昇
博
士
解
説

日
本
古
典
文
学
会
『
奥
入
』
山
岸
徳
平
博
士
解
題

追
記
　
本
稿
は
、
平
成
三
年
・
四
年
・
五
年
の
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、

小
林
芳
規
先
生
は
じ
め
諸
先
輩
、
諸
兄
よ
り
有
益
な
御
助
言
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
論
者
が
一
学
生
で
あ
っ
た
頃
か
ら
、
常
に
学
問
・
研
究
の
醍
醐
味
を
語
っ
て
私
ど
も
の
研
究
へ
の
意
欲
と
自
負
を
与
え
続
け
て
下
さ
っ
た
、

故
　
佐
々
木
　
峻
　
先
生
の
御
冥
福
を
　
謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



「
漢
字
用
例
一
覧
表
」
へ
表
1
）

和
訓

〔
名
詞
〕

あ
か
つ
き

あ
き

漢
字
表
記
例

「
古
来
風
鉢
抄
」

「
近
代
秀
歌
」

「
古
今
集
」

あ
し
ひ
き

あ
づ
さ

あ
ま
の
が
は

あ
め

あ
ら
し

い
け

い
と

い
の
ち

い
へ

い
ま

暁秋秋
風

秋
霧

秋
き
り

秋
し
の
や
（
枕
詞
）

秋
田

秋
は
き

朝
霧

葦
連

朝葦
引
の
（
枕
詞
）

梓
弓

天
河

雨嵐池練命家今今
更
に

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

三
（
止
つ
き
）

〇
一

一
七・六．六二．三五四

1
＼ノ

三
（
止

一
〇二四

二

一
五
三



い
ろ

’
（
ノう

ぐ
ひ
す

シ
フ
ち

う
つ
せ
み

う
は

う
み

シ
フ
ら

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

今
さ
ら
に

今
は

色色
つ
き

色
つ
く

花
色
衣

n
H
ト
レ
U

が
ノ
」
イ

卯
の
は
な

驚内空
蝉

上
風

海有
そ
（
荒
磯
）
海

わ
た
つ
海

浦浦
風

浦
浪

入
江

は
り
江

四

え
だ

お
く

か
が
み

か
が
り

枝奥
山

鏡鏡
山

筆
火

二六五三．二九．．四三

（
非
仮
名
字
形
）

（
非
仮
名
字
形
）



か
き

か
げ

か
げ

か
さ

か
す
み

み
つ
垣

影月
影

松
陰

笠霞
「
カ
ス
ミ
」

霞春
霞

風秋
風

あ
ま
つ
風

上
風

浦
風

う
ら
風

お
き
つ
風

河
風

か
は
風

神
風

こ
の
し
た
風

し
た
風

谷
風

野
風

～
（
の
）
風

は
つ
風

は
ま
風

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

三四七
一
七

四
五

一
八

七
一
五
五



か
た

か
つ
ら

か
ど

か
は

鎌
春松山

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

風

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

一
五
六

山
し
た
風

を
き
の
は
風

方せ
む
方

行
（
き
）
方

ゆ
く
方

を
ち
方
人

桂
日
」

日
－河あ

ま
の
河

い
さ
ら
河

い
つ
み
河

宇
治
河

大
河

大
井
河

お
も
ひ
河

河
風

河
霧

河
き
り

河
逢

す
～
か
河



か
み

せ
り
河

龍
田
河

た
っ
た
河

玉
河

名
と
り
河

な
と
り
河

涙
河

な
み
た
河

は
つ
せ
河

ひ
の
く
ま
河

ふ
ち
河

冬
河

ほ
そ
た
に
河

み
た
ら
し
河

み
な
せ
河

み
も
す
そ
河

も
か
み
河

山
河

山
川

吉
野
河

よ
と
河

わ
た
り
河

申・
〒神

（
雷
）

い
そ
の
神
（
地
名
）

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

五三
・l

六五．・
一
二二五

七・

二五
七



か
み
な
づ
き

か
め

か
ら

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

神
か
き

神
風

神
さ
ひ

神
な
月

神
な
つ
き

神
な
ひ
（
地
名
）

神
な
ひ
山

神
世

神
よ

神
無
月

亀唐
紅

唐
衣

唐
錦

雁木木
1

草
木

く
ち
木

は
1
木
～

宮
木

宮
木
の
（
地
名
）

む
も
れ
木

岸
レ
．
し

」
－
4

一
（
止
か
み
な
づ
き
）

二

．七四．二
．

二九・三
て
＼ノ二三・一

（
止
み
や
き
）

二・六l



き
の
ふ

き
み

き
n
ノ

き
り
ぎ
り
す

く
さ

昨
j

君わ
．

霧秋
一

朝
一

河
一

夕
一

昭養草ネ
ノお草草草草草

日か
君

霧霧霧霧蝉

六

きも木葉、
ま枕む

草ひ
草

．

七．二．二．二．四四

七．．

し
た
草

月
草

夏
草

は
つ
草

ひ
と
つ
軍

人
忘
草

深
軍
人
地
名
）

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



く
し
げ

く
も

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

冬
草

若
草

わ
か
草

忘
草
「
ワ
ス
レ
ク
サ
」

忘
草

玉
匝

雲あ
ま
雲

雲
井

雲
ゐ

四二
一
三

く
れ
な
ゐ

刷
剥

け
ぶ
り

ここ
こ
ち

白紅唐ヽ
一・

カ
今煙子、

U
，
レ

雲紅ら
紅

［
口

三
一
〇六二．．四

二二

地ち

こ
こ
ろ

た
ひ
心
ち

な
に
心
地

、
レ

あ
た
し
心

う
つ
し
心

心
か
へ

二

三二．・

一
〇
九．．



こ
と

心
さ
し

心
つ
か
ら

心
つ
く
し

心
は
せ

心
は
そ
く

心
み
（
名
詞
）

心
み
（
未
）

心
み
（
用
）

心
み
よ
（
令
V

L
っ
心

事事
（
言
）

事
（
言
）
っ
て

事
の
は
（
言
葉
）

た
の
め
事

氷駒衣あ
ま
衣

唐
衣

か
ら
衣

か
り
衣

衣
か
せ
山

衣
手

し
は
や
き
衣

四

．

・．・・・

二
．・

三
八

一
〇・九．二．

一
四九．．．四

・

六五

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

．六



さ
み
だ
れ

し
か

し
き
た
へ

u
q
現

し
た

し
ま

し、も

鎌
すす夏花藤ふ山馨坂櫻櫻五

倉て
｛

り
）

衣色
ヰ

衣ち
｛

わ
は

聾

衣衣衣衣け
衣

花月

時
　
代
　
語
　
研
　
究

里山
里

樟五
月
雨

鹿敷
妙
の
（
枕
詞
）

時
雨

は
つ
時
雨

下
露

嶋玉
津
嶋

霜

二．二二一六－
．

五
つ

1

、

ノ
一
（
止
つ
き
）

一三二一

一
〇一

六
．・．



し
ろ
た
へ

す
が

す
ゑ

は
つ
霜

白
妙
の
（
枕
詞
）

せせ
き

せ
み

そ
で

た
ま
く
ら

た

菅末本
末

瀬関関
守

蝉袖手
枕

田

二

た
ち
ば
な

た
な
ば
た

た
に

秋
田

あ
ら
を
田

か
と
田

山
田

瀧竹く
れ
竹

竹
の
こ

な
よ
竹

花
横

山
橘

織
女

谷

二

四
．

四
二
七四．

．五二．三・．二－．五

l
＼ノ．

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
六
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

谷
風

旅玉白
玉

し
ら
玉

玉
か
つ
ら

玉
匝

玉
た
れ

玉
の
緒

玉
の
を

む
は
玉
の
（
枕
詞
）

誰千
～

千
く
さ

千
鳥

千
世

潰
千
鳥

塵月あ
か
月
（
暁
）

さ
か
月
（
杯
）

神
な
月

さ
月

さ
月
山

さ
月
や
み
（
五
月
間
）

三
七

○

．－七五・．二二五．．二四1
1
＼ノ六四

（
d
さ
つ
き
）

l



月
か
1
り

月
影

月
か
け

月
草

月
な
み

月
［
口

月
ひ

月
夜

月
よ

年
月

な
か
月

み
か
月

も
ち
月

罪霜あ
さ
露

下
露

白
露

露
け
し
（
形
容
詞
）

霜手衣
手

時時
は
の
山

ひ
と
時

二

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

四．二四二七．二四
四
七



と
こ
ろ

と
し

な
が
つ
き

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

所年年
月

年
の
を

隣友友
（
共
）

鳥い
な
お
は
せ
鳥

千
鳥

と
を
山
鳥

に
は
鳥

演
千
鳥

ゆ
ふ
つ
け
鳥

～
（
を
）
し
島

名名
と
り
河

中中
か
き

中
そ
ら

中
、
／
＼
に
（
副
詞
）

中
山

野
中

よ
の
中

長
月

三
三
六二

六
六

三二

．一

三
・

二
三六



な
つ

夏と
こ
夏

夏
草

夏
衣

夏
の

夏
ひ
き

夏
虫

夏
む
し

夏
山

何浪浪
（
無
み
）

い
は
浪

浦
浪

お
き
つ
浪

佐
々
浪

白
浪

し
ら
浪

浪
地

藤
波

を
れ
浪

七l

二二・・三

五

二二
二
六．一・．

涙涙
河

西錦

「
＼

′
ノ

ll

三・

三
三六．七

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



に
は

の

鎌
唐庭野春野野野野野野薬草し葉菜

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

錦［
口風車ま連へ分業た、

か

」
タ

野ら

l

三六

葉へゑ

、
まは

ぎ
は
し

は
な

は
ち
す
葉

羽萩あ
き
萩

橋
守

花卯
花

櫻
花

さ
く
ら
花

す
ゑ
つ
む
花

二
一

．

四

．

四．・

一
二
八．

て
・
＼ノ

二
〇．



は
ま

は
ら

は
る

は
つ
花

は
つ
花
そ
め

花
色
衣

花
か
さ

花
か
た
み

花
さ
く
ら

花
す
～
き

花
そ
め

花
橘

花
た
ち
は
な

梅
花

演
「
ハ
マ
」

濱濱
千
鳥

演
松

原あ
ま
の
原

し
の
原

み
か
の
原

わ
た
の
原

春春
霞

春
か
す
み

春
風

春
さ
め

四

五二・

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

・1．．・・

六．二
・

一
五

・l

四

（
止
わ
た
の
は
ら
）

六
四

一
七．二

（
止
は
る
さ
め
）

一
五l

〓
ハ
九



は
る
さ
め

ひ

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ひ
か
り

ひ
さ
か
た

ひ
と

春
日
（
は
る
ひ
）

春
へ

春
め
く

春
雨

［
口月

日
春
日
（
は
る
ひ
）

あ
し
火

筆
火

か
ゝ
り
火

か
や
り
火

は
し
り
火

も
し
は
火

光久
方
の
（
枕
詞
）

人あ
た
人

あ
ま
人

う
た
か
た
人

う
つ
し
人

大
宮
人

さ
と
人

そ
ま
人

た
ひ
人

な
に
人

三二二
（
非
仮
名
字
形
）

l四
一
（
非
仮
名
字
形
）

一
（
非
仮
名
字
形
）

一
（
非
仮
名
字
形
）

九

二
三
〇

四



ひ
と
り

ひ
め

ふ
ぢ

ね
ち
け
人

ひ
た
大

人
こ
と
（
言
）

人
た
の
め

入
っ
て

人
く

人
ま

人
め

人
や
り

人
忘
草

ふ
る
さ
と
人

み
な
入

官
こ
人

み
や
こ
人

山
人

世
の
人

世
人

わ
ひ
人

を
ち
方
人

を
ち
か
た
人

二．
．．七－．

・l

猫姫
松

山
姫

藤
衣

藤
波

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
七
一



ふ
ね

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

舟い
な
舟

お
ほ
舟

た
な
～
L
を
舟

つ
り
舟

ふ
ゆ

ほ
と
と
ぎ
す

ま
ノ
＼
ら

冬冬
河

冬
か
れ

冬
草

冬
こ
も
り

葦
連

河
遠

野
連

山
連

外星螢郭
公

山
郭
公

枕草
枕

く
さ
枕

た
枕

松松
（
待
つ
）

四

九．
．－．

六
・

．二・・

二六－．
・

二
九七て

＼ノl

一
一

九

七
．

l

二．・六



ま
へ

みみ
ち

み
づ

み
ね

み
や

こ
松

波
松

姫
松

ひ
め
松

松
陰

松
風

松
し
ま
（
地
名
）

松
虫

目
の
前

身う
き
身

わ
か
身

道な
か
道

水い
は
し
水

さ
は
水

し
水

ぬ
ま
水

水
く
き

山
し
た
水

峯早宮大
宮

二
．

三
九．

三
七

一
三

l

三
六二

l

二

二
（
非
仮
名
字
形
）

l
＼ノ

▼

－

、

ノ

二
二

七・二．

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

七



み
や
き

み
や
こ

む
か
し

む
し

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

大
宮
人

宮
木

宮
木
の
（
地
名
）

官
き
の
（
地
名
）

宮
こ
（
都
）

宮
こ
し
ま
へ

宮
こ
と
り

宮
こ
入

官
材

n
K
U
r

者昔

八
（
止
み
や
こ
）

．．

七
四．

む
ま

む
ま

む
め

虫夏
虫

松
虫

午

一
（
止
み
や
）

三四三二

馬梅梅
か
え

梅
花

む
ら
さ
き
　
　
紫こ

紫
目
の
前

本こ
の
本

本
末

七．
一
五三．四二．

1．．

三四



も
の

五物
う
く

物
思
（
ひ
）

物
思
ひ

物
思
ふ

物
か
は

物
わ
す
れ

物
わ
ひ
し

物
を

紅
葉

社

l

八
六．

．．

二

柳山あ
さ
か
山

あ
ふ
さ
か
山

あ
へ
し
ま
山

う
地
（
宇
治
）
山

う
ら
山
し
く
へ
形
容
詞
）

奥
山

お
く
山

を
と
は
山

～
（
を
）
と
は
山

鏡
山

1
＼ノ

二
一

一
〇・二

八
六三四五・．

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

か
さ
と
り
山

春
日
山

片
岡
山

か
た
を
か
山

か
つ
ら
き
山

か
へ
る
山

神
な
ひ
山

く
ら
は
し
山

く
ら
ふ
山

衣
か
せ
山

さ
月
山

佐
保
山

さ
ほ
山

さ
ら
山

し
け
山

し
は
つ
山

し
ま
山

白
山

し
ら
山

袖
振
山

そ
ま
山

た
っ
た
山

た
む
け
山

つ
く
は
山

と
き
は
山

・．

二四



と
山

と
を
山
鳥

と
を
山
と
り

中
山

夏
山

の
（
野
）
山

松
山

ま
つ
山

三
山

み
山

み
山
か
く
れ

み
わ
山

山
あ
ら
し

山
お
ろ
し

山
風

山
か
せ

山
か
つ

山
か
つ
ら

山
河

山
川

山
か
は

山
さ
く
ら

山
里

山
さ
と

山
し
た

．四三．

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

・．

三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

山
し
た
風

山
し
た
水

山
し
な
（
地
名
）

山
し
ろ
へ
地
名
）

山
田

山
橘

山
地

山
ち

山
て
ら

山
と
な
て
し
こ

山
な
か

山
な
し

山
の
は

山
の
ゐ

山
ひ
こ

山
人

山
姫

山
ふ
き

山
遠

山
へ

山
郭
公

山
は
と
1
き
す

山
本

山
も
と

山
わ
け
衣

・

二二二五．三二．四・．六五七
．．．．

（
止
や
ま
ぶ
き
）



や
ま
ぶ
き

ゆ
き

ゆ
ふ

山
井
（
や
ま
ゐ
）

よ
し
の
山

お
と
こ
山

を
の
山

を
は
す
て
山

山
吹

雪あ
は
雪

白
雪
、

し
ら
雪

み
雪

雪
げ

夕
霧

夕
く
れ

夕
さ
れ

夕
つ
く
夜

夕
ま
く
れ

夕
や
み

梓
弓

し
ら
ま
弓

．五
三
四．

一
一

．三．

夢夢
地

世い
く
世

う
き
世

四．
二
八四

四
〇二

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

六七．
七
九



よ
の
な
か

わ
た
つ
み

わ
た
の
は
ら

わ
れ

ゐ

鎌
申ネ

ー
千み世世世

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

世世世の
人

人ゝ

よ
ろ
つ
世

夜さ
夜

さ
夜
な
か

月
夜

ひ
と
夜

も
1
夜

夕
つ
く
夜

ゆ
ふ
つ
く
夜

夜
か
れ

夜
こ
ゑ

夜
さ
む

夜
ゐ

世
中

波
津
海

渡
之
原

我我
ら

井

一
（
止
は
ら
）

二三

二四
．．．

三四
三
〇三・二・

．

三
三
〇
（
止
な
か
）

一
七
（
止
な
か
）

七
六



を
み
な
へ
し

〔
動
詞
〕

あ
け

あ
ひ

あ
ら
た
ま
り

あ
り

井
せ
き

玉
の
緒

荻女
郎
花

曙
へ
用
）

蓮
（
体
）

改
る
（
止
）

有
入
用
）

有
〈
止
）

有
あ
け

有
（
り
）
こ
し

有
そ
（
荒
磯
）
海

有
は
て

入
（
用
）

入
江

浮
人
体
）

打
（
体
）

打
返
し

打
ぬ
る

打
は
へ

打
は
ら
ひ

打
渡
す

打
わ
ひ

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

二
一
〇．

二
四三．一1．．．－

．

．

て
＼ノ



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

怨
（
未
）

怨
（
用
）

老
（
用
）

思
（
名
詞
）

思
ひ
（
名
詞
）

恩
は
（
未
）

思
（
用
）

思
ひ
（
用
）

思
（
止
）

思
ふ
（
止
）

思
（
体
）

思
ふ
人
体
）

思
へ
（
巳
）

思
あ
へ

思
い
て
（
名
詞
）

思
い
て
（
出
）

思
い
つ
（
出
）

思
い
つ
る
（
出
）

思
ひ
を
き
（
置
）

思
ひ
か
け

思
き
ゆ
（
消
）

思
ひ
き
ゆ

思
こ
し
（
来
）

思
ひ
こ
し

思
ひ
く
ら
し

．1二．．

一
八四

一
二七四三

四
一

一
七

一
四一・・・三1・・・一

一l

「
＼

ノ
．

三四六
「
＼

′
ノ．．三四



か
ぎ
り

思
し
ら
（
知
）

恩
ひ
し
ら

思
し
り

思
そ
め

思
ひ
そ
め

思
ひ
た
ち

思
ひ
た
は
れ

思
ひ
っ
ら
ね

思
ひ
な
さ

思
ひ
な
し

思
ひ
ね
（
寝
）

思
は
な
れ

思
み
た
れ

思
ひ
み
た
れ

思
み
た
る
～

思
や
る

思
ひ
や
れ

思
渡
ら
（
む
）

思
ひ
を
れ

物
思
（
ひ
）

物
思
ひ

も
の
思
ひ

物
思
（
体
）

物
思
ふ
（
体
）

限
（
り
）

九

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
八
三



か
へ
し

か
へ
り

か
へ
り

さ
だ
め

し
の
び

す
ぎ

そ
め

た
ち

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

返
し
（
用
）

返
～
（
す
）

打
返
し
（
用
）

吹
返
し
（
用
）

立
返
り
（
用
）

蹄
（
用
）

挿
入
体
）

掃
こ
（
来
）

立
蹄
（
用
）

立
締
り
入
用
）

立
蹄
（
体
）

暮
（
用
）

懸
（
名
詞
）

懸
入
用
）

懸
す
る

懸
わ
ひ

定
か
ね

忍
（
体
）

忍
れ
（
巳
）

過
行

染
人
用
）

立
（
用
）

立
入
止
）

立
（
体
）

立
「
ク
ツ
」
人
体
）

二

一
八
四



た
づ
ね

た
の
み

と
ひ

な
が
れ

な
き

な
げ
き

な
n
ソ

は
じ
め

ひ
き

立
返
り

立
蹄
（
り
）

立
蹄
り

立
蹄
（
る
）

立
く
も
り

立
と
ま
り

立
よ
り

立
別
（
れ
）

立
わ
か
れ

立
わ
た
り

尋
（
用
）

尋
く
れ
（
来
）

鳩
そ
め

間
（
体
）

流
（
れ
）

流
へ
用
）

流
（
止
）

流
る
（
止
）

流
る
（
体
）

流
い
つ
る

鳴
は
し
む

嘆
（
き
）

成
入
用
）

始
（
名
詞
）

引
（
体
）

二九三．．．
・

二三l

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字



ふ
き

ま
ン
つ
し

ま
き

ま
ど
ひ

み、
も
り
ノ

ゆ
き

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

あ
し
引
の
（
枕
詞
）

吹
（
用
）

吹
（
止
）

吹
人
体
）

吹
あ
け

吹
返
し

吹
（
き
）
く
る

吹
と
ち

吹
ま
よ
ふ

申
す
（
止
）

申
せ
（
令
）

巻
そ
め

迷
（
用
）

迷
人
体
）

見
入
用
）

関
守

橋
守

行
入
用
）

行
（
体
）

か
れ
行
（
体
V

L
た
行
人
体
）

過
行
人
体
）

す
き
行
人
体
）

行
方

行
か
ふ

〓
止
あ
し
ひ
き
）

四
一
六．．．

．1

〓
非
仮
名
字
形
）

四三．．五
一
五l



わ
か
れ

わ
す
れ

を
n
ノ

〔
形
容
詞

あ
さ
し

お
は
き

行
か
よ
ふ

行
め
く
り

別
（
れ
）

別
（
用
）

立
別
（
用
）

忘
入
用
）

忘
（
る
）
る
（
体
）

人
忘
草

忘
草
「
ワ
ス
レ
ク
サ
」

忘
草

渡
せ
（
巳
）

打
渡
す
（
体
）

渡
（
未
）

渡
（
止
）

渡
（
体
）

思
渡
ら
（
末
）

こ
ひ
渡
（
用
）

こ
ひ
渡
（
体
）

な
き
渡
（
用
）

な
き
渡
（
止
）

折
（
用
）

．．七二1三1
一四．．．．．二．．四

形
容
動
詞
〕

浅
き
（
体
）

大
河

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一八
七



か
な
し

く
る
し

こ
ひ
L

L
ら

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

大
き
み

大
宮

大
宮
人

悲
か
る
（
体
）

悲
き
（
体
）

苦
き
（
体
）

懸
し
き
（
体
）

懸
し
き

白
菊

白
雲

二
l

三
（
止
こ
ひ
）

白
玉

白
露

白
浪

わ
か
し

わ
び
し

白
山

白
雪

高
み

長
く
入
用
）

長
き
人
体
）

深
く
入
用
）

探
し
（
止
）

深
き
（
体
）

深
草

若
草

膠
慄
き
（
体
）

二
一
〇五七

▼
・
＼ノ二

一
一

．．．二

一
（
止
こ
ひ
）

二



〔
副
詞

い
か
に

さ
ら
に

な
は

ま
た

わ
が

〔
助
詞
l

か
な

が
な

け
む

つ
る

て
ふ

ど
も

な
む

連
体
詞
・
接
続
詞
〕

如
何

更
に

猶又又
も

我

助
動
詞
・
連
語
〕

哉て
し
哉

も
哉

鋏電蝶
（
と
い
ふ
）

靭南
（
未
然
形
接
続
）

南
（
連
用
形
接
続
）

南
（
係
助
詞
）

也へ
ら
也

許い
か
許

覧い
か
な
覧

五．

．五
一
〇二四

三五

五五

五二九五．－．〇五・六二九．三．

〇．六四

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
　
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
八
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

の
こ
覧
（
残
ら
む
）

「
漢
字
字
種
対
照
表
」
（
表
2
）

『
風
鉢
』
『
秀
歌
』
『
古
今
』
『
奥
入
』
『
更
級
』
『
土
左
』

［
名
詞
］

あ
か
つ
き

あ
き

あ
さ

あ
し

あ
し
た

秋
暁

秋

雨あ
し
ひ
き

あ
づ
さ

今色

晩秋朝葦朝葦
引

梓天
河

雨嵐池綿命今色口作
り覚内

秋朝

秋

　

　

秋

う
つ
せ
み

う
は

う
み

シ
フ
ら

ええ
だ

お
く

か
が
み

か
が
り

池家今色

雨池家今内

雨池

か
き

か
げ

か
げ

か
さ

か
す
み

か
ぜ

か
た

か
つ
ら

か
ど

か
は

か
は

か
み

風

か
み
な
づ
き

河
　
　
　
河

申
　
　
　
　
　
由
T

ま
－
　
　
　
　
　
　
ネ
ー

神
無
月

海浦江枝奥鏡筆影笠寒風方柱河申与
†

上浦江枝垣影風方
日
」F河申－ズー・

海浦江鏡風方日
」

日
－河申烹

T

海江枝影風方河申ネ
ー



か
め

か
ら

か
り

きき
し

き
た

き
の
ふ

き
み

岸君

き
り
ノ

き
り
ぎ
り
す

き
り
ぎ
り
す

く
さ

く
し
げ

草

く
も

く
れ
な
ゐ

け
ふ

け
ぶ
り

こ

亀唐雁木岸
レ
L

r
T
4昨君霧臆巷

草

　

　

草匝

雲
　
　
　
雲紅今煙

原木

［
口

君霧

膵

こ
こ
ち

こ
こ
ろ

こ
と

こ
は
り

こ
ま

こ
ろ
も

こ
ゑ

事

、
レ

氷衣

心
地

、
レ

事氷駒衣馨

草雲紅煙子心
地

、
レ

事衣

木
レ
．
〕

」
．
T若草雲紅

し
き
た
へ

し
ぐ
れ

し
た

し
ま

L
も

時
雨

坂櫻

　

　

櫻

五
月

里

　

　

里樟

櫻

煙

子

心

地

　

心

地

、
い
　
　
　
、
レ

事

　

　

事

氷衣

し
ろ
た
へ

す
が

す
ゑ

せせ
き

せ
み

そ
で

瀬

た
ま
く
ら

たた
き

た
け

た
ち
ば
な

田
袖

田

た
な
ば
た

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

下

嶋

　

　

嶋

霜白

妙

　

白

妙

菅末関輝袖

　

　

袖手
枕

田瀧竹橘

　

　

橘

織
女

霜関袖田竹橘

霜袖

九



た
に

た
び

た
ま

た
れ

ちち
n
ソ

つ
き

つ
み

つ
ゆ

つ
る

てと
き

と

こ

ろ

と
し

と
な
れ
ソ

と
・
も

と
れ
ソ

なな
か

な
が
つ
き

な
つ

な
に

な
み

な
み

な
み
だ

鎌
　
倉
　
時
　
代

日露名夏浪

月雷手時年名夏

語谷旅玉誰千月露魔手時所年隣友島名中長夏何浪波涙

研

究誰千塵月罪露時所年島名中夏浪涙

谷千月露手時所年島名中夏浪涙

千月手時所年島名中浪波

に
L

に
L

に
は

の」
．
㍉
．

ままは
ぎ

は
し

は
な

は
ま

は
ら

は
る

嘲
副

ひひひ
か

訓l割
ひ
と

ひ
と

ひ
め

ふ
ぢ

ふ
ね

ふ
ゆ

へ

野

き
　
　
　
野
分

葉

　

　

菜

萩花

　

　

花

漬春

　

　

春

剖
l
期

日火
　
　
　
火

り

　

　

　

光

叫
村
　
　
久
方

大

　

　

人

h
り

舟冬

一
九
一

西
　
　
　
　
　
　
西

錦庭
　
　
　
　
　
　
庭

野
　
　
　
　
　
　
野

葉

　

　

葉

　

　

葉

羽萩
　
　
　
　
　
　
萩

橋花

　

　

花

　

　

花

濱原
　
　
　
　
　
　
原

審

　

　

春

　

　

春

春
雨

日
　
　
　
　
日
　
　
　
　
自

火
　
　
　
　
　
　
火

久

方

　

久

方

大

　

　

人

　

　

人

猫臣安藤舟

　

　

舟

　

　

舟

冬

　

　

冬

　

　

冬

遽

西花原春［
口久

方
人舟



み
や
き

み
や
こ

む
か
し

む
し

む
ま

む
ま

む
め

む
ら
さ
さ

めも
と

も
の

峯宮
村

松身水峯

外星螢郭
公

枕松前身道水峯卑官都昔虫

物

梅紫日
H

本物紅
葉

外郭
公

枕松身道水峯宮昔虫午馬梅物

郭
公

松

　

　

松

前身

　

　

身

道水

　

　

水

宮

　

　

宮

や
し
ろ

や
な
ぎ

や
ま

や
ま
ぶ
き

ゆ
き

ゆ
ふ

ゆ
み

ゆ
め

よよ

山山
吹

山
社

n
H
P

杉

夕

世

世

よ
の
な
か

わ
た
つ
み

昔

わ
た
の
は
ら

わ
れ

ゐをを
ぎ

夜

世
中
　
世
中

渡
之
原

我

　

　

我

井

山山
吹

雪夕弓夢世夜世
中

渡
津
海

我緒

柳山
　
　
　
山

山
吹

雪

　

　

雪

夕

n
H
H
u
r杉山雪

夢

　

　

夢

世

　

　

世

　

　

世

夜

　

　

夜

　

　

夜

世

中

　

世

中

　

世

中

我
我

井

荻

を
み
な
へ
し

梅
梅

物
物

紅
葉

［
動
詞
］

あ
け

あ
ひ

あ
ら
た
ま
り

あ
れ
ソ

い
り

曙逢改有人

有人

入

有

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

九



う
か
び

シ
フ
ち

う
ら
み

お
い

お
も
ひ

か
ぎ
り

か
へ
し

か
へ
り

か
へ
り

く
れ

こ
ひ

さ
だ
め

し
の
び

す
ぎ

そ
め

た
ち

た
づ
ね

た
の
み

と
ひ

な
が
れ

な
き

な
げ
き

な
り

は
じ
め

ひ
き

立

恩師

鎌

代
　
語
　
研
　
究

浮打

　

　

打

怨
　
　
　
怨

老思
　
　
　
思

限返
　
　
　
返

返蹄

　

　

蹄

懸

　

　

懸

定忍

思返返蹄

思返

ふ
き

ま
、
リ
し

ま
き

ま
ど
ひ

みも
れ
ソ

ゆ
き

わ
か
れ

わ
す
れ

わ
た
し

わ
た
り

を
n
ノ

見行忘渡

吹別

吹申迷守行別忘渡折

吹中巻迷行忘渡

申行渡

吹申】
丁

イ
つ
－忘

立

立尋馬流鳴嘆成始

過染立間

立流

［
形
容
詞

あ
さ
し

お
は
き

か
な
し

く
る
し

こ
ひ
L

L
ら

た
か
し

な
が
し

ふ
か
し

わ
か
し

わ
び
し

形
容
動
詞
］

大

浅大
　
　
　
大

悲
　
　
　
悲

苦懸

　

　

懸

自
　
　
　
白

高長深

　

　

深若

膠
慄



［
副
詞

い
か
に

さ
ら
に

な
ほ

ま
た

わ
が

連
体
詞
・
接
続
詞
］又

［
助
詞
．

か
な

が
な

け
む

つ
る

て
ふ

ど
も

な
む

な
り

ば
か
り

ら
む

助
動
詞
・
連
語
］

許

許

哉哉鋏寵蝶衝南也許覧

哉

哉

也

　

　

也

許以
上
、
二
五
二
語

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
鉢
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字

一
九
五




